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新不燃物処理施設を整備へ ʜʜʜ１面
市民参加の機会を充実 ʜʜʜʜʜ２面
全公共施設をあげて二酸化炭素を削減  ʜʜ３面
１５万人のひろば ʜʜʜʜʜʜ８～９面
おしらせ・８月の相談日  ʜʜ１２～１３面
８月の休日当番医 ʜʜʜʜʜʜʜ１６面

新施設の事業用地（右上の建物を含め写真手前新施設の事業用地（右上の建物を含め写真手前））
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市
で
は
、皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
不
燃
や
粗
大
ご
み
の
中
に

含
ま
れ
る
資
源
を
分
別
し
、リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
施
設
と
し
て
、

平
成
７
年
に
不
燃
物
処
理
施
設
を
三
ツ
堀
に
整
備
し
ま
し
た

が
、　
年
度
末
で
稼
動
停
止
の
た
め
、当
初
は
P
F
I
方
式
で
の

21
建
設
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、事
業
者
か
ら
の
提
案
で

は
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、市
が
用
地
を
取
得
す
る
こ
と
と
し
、用

地
の
選
定
や
整
備
内
容
な
ど
を
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

進
め
、６
月
4
日
に
は
地
元
自
治
会
と「
協
定
書
」を
締
結
し
、今

後
は
　
年
度
の
稼
動
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

25

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
ご
み

の
減
量
を
進
め
よ
う
と
、
平
成
７
年

 ６月
４
日
に
地
元
自
治
会

６
月
４
日
に
地
元
自
治
会
とと「「
協
定
協
定
書
」締
書
」締
結結

　
障障
害害
者者
雇雇
用用
やや
周周
　

　
辺辺 
環環
境境
にに
もも
配配
慮慮
しし

　
　
 　
　
新
不
燃
物
処
理
施

新
不
燃
物
処
理
施
設設
をを
整
備
整
備
へへ

　
　
　
　
　
　
　
～
目
吹

～
目
吹
地地
区区
に
平
成

年
度
の
稼
動
を
め
ざ
し

に
平
成
　
年
度
の
稼
動
を
め
ざ
し
てて
～～

２５２５

度
に
、
指
定
ご
み
袋
制
度
の
導
入
や

集
団
資
源
回
収
の
実
施
な
ど
、
ご
み

出
し
ル
ー
ル
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、

不
燃
や
粗
大
ご
み
か
ら
、
鉄
や
び
ん

類
な
ど
を
選
別
し
、
可
能
な
限
り
リ

サ
イ
ク
ル
を
す
る
施
設
と
し
て
、
三

ツ
堀
の
清
掃
工
場
敷
地
内
に
不
燃
物

処
理
施
設
の
稼
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
施
設
は
手
選
別
の
ラ
イ

ン
を
設
け
、
障
害
者
の
就
労
支
援
の

場
と
し
て
も
稼
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

　
年
度
末
で
停
止
が
決
ま
っ
て
い
た

21こ
と
か
ら
、
新
た
な
施
設
の
建
設
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

運
営
な
ど
を
行
う「
P
F
I
方
式
」の

導
入
を
行
う
た
め
、
事
業
者
の
「
選

定
等
委
員
会
」を
組
織
し
、同
方
式
に

よ
る
建
設
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、　
年
と
　
年
に
実
施
し
た
入
札
時

19

20

の
事
業
者
か
ら
の
提
案
で
は
、
事
業

用
地
の
選
定
や
取
得
方
法
な
ど
に
問

題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
委
員
会

の
提
案
を
受
け
、用
地
の
選
定
と
取
得

は
、
市
が
行
う
方
針
と
し
ま
し
た
。

環
境
調
査
や
説
明
会
な
　
　
ど 
を
実
施

　
早
期
の
稼
動
を
目
指
し
て
事
業
用

地
の
選
定
作
業
を
進
め
、
目
吹
一
区

の
工
場
跡
地
を
候
補
地
と
し
、　
年
21

６
月
に
は
地
元
自
治
会
の
代
表
か
ら

基
本
的
な
了
承
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
候
補
地
の
地
質
調
査
や
生

活
環
境
へ
の
影
響
の
調
査
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
へ

の
説
明
会
や
協
議
な
ど
を
重
ね
て
き

た
結
果
、
６
月
４
日
に
「
野
田
市
新

不
燃
物
処
理
施
設
建
設
に
関
す
る
協

定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

整
備
内
容
に
は
市
民
の
意
見
も

　
一
方
で
、
新
施
設
の
整
備
内
容
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
や
専
門
家
の
意
見
を
反
映
す
る
た

め
、　
年
　
月
に
「
新
不
燃
物
処
理

21

12

施
設
建
設
に
係
る
懇
談
会
」
を
設
置

し
、意
見
交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、本
来
の
機
能
を
発
揮

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、

三
ツ
堀
の
施
設
と
同
様
に
障
害
者
雇

用
に
配
慮
す
る
こ
と
や
、
周
辺
の
景

観
や
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
と
す
る

こ
と
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
整

備
に
反
映
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
都
市
計
画
決
定
や
建
設

に
必
要
な
契
約
な
ど
を
行
い
、　
年
25

度
の
稼
動
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め

る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

　
当
初
市
で
は
、
民
間
資
金
を

活
用
し
て
公
共
施
設
の
整
備
や

■新不燃物処理施設の建設予定地案内図



許

予
定
し
て
い
ま
す
。

募
集
案
内
は
支
所
や
各
出
張
所
で
　

　
も 

　
資
格
は
、
①
応
募
時
に
　
歳
以
上

20

で
野
田
市
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
、
②
市
の
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の

委
員
を
さ
れ
て
い
な
い
、③
国
と
地
方

公
共
団
体
の
議
員
・
職
員
で
な
い
方

で
す
。

　
応
募
方
法
は
、
８
月
２
日
月
か
ら

高
齢
者
福
祉
課
と
関
宿
支
所
、
各
出

張
所
の
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
配
布
す
る
募
集
案
内
中
の

　
市
で
は
、行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
指
す
一
方
で
、新
た
に「
市
民
参
加
の
推
進
」に
も
取

り
組
み
、計
画
や
条
例
を
策
定
す
る
前
に
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
伺
う
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。８
月
　
日
か
ら
は
、

16

さ
ら
に
参
加
の
機
会
を
充
実
し
よ
う
と
、介
護
保
険
料
や
施

設
整
備
計
画
な
ど
を
検
討
す
る「
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
推
進
等

委
員
会
」の
委
員
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
、
市
で
は

「
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
図

書
館
や
博
物
館
な
ど
の
開
館
日
拡
大

や
職
員
数
削
減
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
　
年
度
に
見
直
し
た
同

20

大
綱
で
は
、「
市
民
と
の
協
働
」も
新
た

に
施
策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、
大
綱

の
実
施
計
画
で
あ
る
「
集
中
改
革
プ

ラ
ン
」
で
は
、「
情
報
提
供
・
情
報
公

開
の
充
実
に
よ
る
市
民
参
加
の
推
進
」

を
位
置
付
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
の
計
画
や
条
例
案

な
ど
を
事
前
に
公
表
し
、
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
計

画
な
ど
を
策
定
す
る
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
市
民
参
加
の
機
会
を

充
実
し
よ
う
と
、
８
月
　
日
か
ら
は

16

市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
を
試
行
的

に
公
募
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
な
　
　
ど 
を
検
討

　
今
回
委
員
を
公
募
す
る
の
は
、「
野

田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
推
進
等
委
員
会（
シ
ル
バ

ー
プ
ラ
ン
推
進
等
委
員
会
）」
で
す
。

　
同
委
員
会
は
、
介
護
保
険
料
や
介

護
保
険
施
設
の
整
備
計
画
を
含
む「
野

田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
」の
策
定
な
ど
、高
齢
者
施

策
全
般
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

現
委
員
の
任
期
が
、
９
月
　
日
で
終

30

了
す
る
こ
と
か
ら
、　
月
１
日
か
ら

10

　
年
９
月
　
日
ま
で
の
２
年
間
の
委

24

30

員
と
し
て
、全
　
人
の
委
員
の
う
ち
、

28

１
人
を
公
募
し
ま
す
。

　
な
お
、
例
年
５
回
程
度
の
会
議
を

　
市
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
パ
ブ

19

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
試
行
し
、

　
年
度
ま
で
に
、　
の
計
画
な
ど
に

21

15

合
計
　
人
か
ら
　
件
も
の
意
見
が
寄

131

599

せ
ら
れ
、
う
ち
、　
の
計
画
に
　
件

12

56

の
意
見
を
反
映
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
　
日
か
ら
は
、
同
制

30

度
を
本
格
的
に
実
施
し
よ
う
と
、「
野

田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

申
込
書（
任
意
の
書
式
も
可
）に
、「
野

田
市
に
お
け
る
高
齢
者
施
策
に
つ
い

て
」
を
題
と
し
た
　
字
以
内
の
小
論

800

文
を
添
え
て
、
８
月
　
日
鉦
か
ら
９

16

月
　
日
鞘
ま
で
の
平
日
に
、
直
接
高

10
齢
者
福
祉
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
書
と
小
論
文
の
提
出

後
、
９
月
　
日
鞘
に
市
役
所
で
面
接

24

を
行
い
、選
考
結
果
は
、９
月
下
旬
に

応
募
さ
れ
た
方
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※
面
接
会
場
と
時
間
は
別
に
ご
連
絡

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課

 《《
市市
民
参
加
の
機
会
を
さ
ら
に
充
実
へ

民
参
加
の
機
会
を
さ
ら
に
充
実
へ
》》

８
月
 ８
月
　
日
か
ら

日
か
ら

１６１６
「
高
齢
者
施
策

　「
高
齢
者
施
策
」」のの
委
員
委
員
をを
公
募
公
募

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

条
例
」
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

◆
フ
ァ
ク
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

　
現
在
、
同
条
例
に
基
づ
き
、
３
つ

の
方
針
や
条
例
改
正
案
な
ど
の
策
定

作
業
を
進
め
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
案
件
に
対
す
る
市
の
考
え
方
の
ほ

か
、
経
緯
や
案
は
、
担
当
課
窓
口
か

市
役
所
と
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政

案
　
　
件

野
田
市
住
民
投
票

条
例
の
制
定
に
関
す

る
基
本
方
針（
素
案
）

野
田
市
公
契
約
条

例
の
改
正（
案
）

野
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
運
行
計
画
の

変
更（
素
案
）

募
集
期
間

８
月
２
日
月
ま
で

７
月
　
日
金
か
ら

１６

８
月
　
日
月
ま
で

１６

担
当
課

企
画

調
整
課

管
財
課

企
画

調
整
課

資
料
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図

書
館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　
意
見
の
提
出
は
、
募
集
期
間
内
に

所
定
の
用
紙
か
任
意
の
書
式
で
直
接

持
参（
土
・
日
・
□祝 
を
除
く
）か
、
閲

覧
場
所
に
あ
る
意
見
投
函
箱
に
投
函
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
の
ほ

か
、フ
ァ
ク
ス（
思
７
１
２
２
 
１
５

５
７
）、郵
送（
募
集
期
間
最
終
日
の

消
印
有
効
）で
、
案
件
名
と
担
当
課

名
、「
素
案
に
対
す
る
意
見
」
と
明
記

し
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
意
見
の
概
要
や
、
意
見
に

対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、
個
人

情
報
を
除
い
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。

－

－

  方方
針針
やや
条
例
改
正

条
例
改
正
案案
なな
　
　
どど 
にに

皆

　
　
　
 皆
ささ
んん
のの
ご
意
見

ご
意
見
をを

委員会では活発な議論委員会では活発な議論がが



距

 　
全
公
共
施

全
公
共
施
設設
のの
二
酸
化
炭
素
排
出

二
酸
化
炭
素
排
出
量量

取
組
み
前
よ
り
約

パ
ー
セ
ン
ト
削

　
   取
組
み
前
よ
り
約
　
パ
ー
セ
ン
ト
削
減減

2323

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
家
庭
で
も

～
家
庭
で
も

　
削
減
に
ご
協
力
を
～

削
減
に
ご
協
力
を
～

COCO　

冷暖房の温度を決めて二酸化炭素を削冷暖房の温度を決めて二酸化炭素を削減減

　
市
で
は
、平
成
９
年
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
地
球
温

暖
化
問
題
に
関
す
る
国
際
会
議
で
の
二
酸
化
炭
素
削
減

計
画
を
受
け
、
本
庁
舎
で
冷
房
の
　
度
設
定
や
節
水
な

28

ど
で
、
い
ち
早
く
温
暖
化
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
年
度
か
ら
は
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
策

19定
し
、
図
書
館
や
公
民
館
な
ど
全
公
共
施
設
で
取
り
組

ん
だ
結
果
、　
年
度
は
、
各
施
設
の
対
策
前
の
総
排
出

21

量
と
単
純
計
算
で
比
較
す
る
と
約
　
パ
ー
セ
ン
ト
削
減

23

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
一

層
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平成２１年度　
異
常
気
象
や
海
面
水
位
の
上
昇
な

ど
の
原
因
と
い
わ
れ
る
、「
地
球
温
暖

化
」
問
題
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど

で
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
と
さ
れ

て
い
る
二
酸
化
炭
素
は
、
私
た
ち
が

日
常
生
活
で
自
動
車
の
運
転
や
、
テ

レ
ビ
・
洗
濯
機
な
ど
の
電
気
製
品
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
石
油
・
電
気
と

い
っ
た
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

し
、
大
気
中
に
排
出
さ
れ
て
お
り
、

温
暖
化
が
進
む
と
、
米
や
果
物
な
ど

の
食
料
の
生
産
に
も
影
響
が
及
ぶ
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
配
慮
し
、

節
水
や
節
電
、
自
動
車
の
運
転
を
控

え
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
を
少
し

で
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
庁
舎
で
二
酸
化
炭
素
２
割
減

　
市
で
は
、
平
成
９
年
　
月
に
京
都

12

市
で
開
か
れ
た
、
地
球
温
暖
化
問
題

に
関
す
る
国
際
会
議
で
の
二
酸
化
炭

素
削
減
計
画
を
受
け
、
同
月
か
ら
市

役
所
本
庁
舎
の
設
定
温
度
を
冷
房
は

　
度
、
暖
房
は
　
度
に
設
定
す
る
、

28

20

公
用
車
の
使
用
を
年
間
通
じ
て
毎
週

水
曜
日
は
　
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
に
努

20

め
る
、節
水
に
心
が
け
る
な
ど
、国
内

外
の
動
き
の
中
で
、
い
ち
早
く
地
球

温
暖
化
問
題
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夏
の
庁
舎
内
温
度
を
　
度
28

に
設
定
し
た
執
務
室
で
も
快
適
に
過

ご
せ
る
よ
う
、ク
ー
ル
ビ
ズ（
夏
季
の

軽
装
化
）の
取
り
組
み
な
ど
も
独
自
に

行
っ
て
き
た
結
果
、　
年
ま
で
の
　

19

10

年
間
は
、
平
均
　
・
2
パ
ー
セ
ン
ト

20

（
前
年
比
削
減
率
）で
、８
年
度
と
　21

年
度
の
比
較
で
も
約
　
パ
ー
セ
ン
ト

20

の
二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
は
全
公
共
施
設
で
も

　
ま
た
、　
年
４
月
か
ら
は
、「
地
球

19

温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
本
庁
舎
だ
け
で
な
く
、

図
書
館
や
公
民
館
な
ど
、　
か
所
の

169

市
の
全
公
共
施
設
で
も
二
酸
化
炭
素

排
出
削
減
に
取
り
組
む
「
野
田
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
同
計
画
で
は
基
準
年
度
を
、
本
庁

舎
は
削
減
開
始
前
の
８
年
度
、
清
掃

工
場
は
ご
み
出
し
ル
ー
ル
改
正
前
の

６
年
度
、
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
合
併
前
の
　
年
度
、そ
の
ほ
か
の
施

14

設
は
　
年
度
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
削
減
目

17

標
を
定
め
て
、計
画
期
間
の
　
年
度
か

19

ら
　
年
度
ま
で
、施
設
ご
と
に
排
出
削

23
減
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
各
施
設
の
基
準
年
度
が
異

な
る
た
め
、
本
来
の
比
較
は
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
単
純
計
算
で
各
基

準
年
度
に
排
出
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素

の
総
排
出
量
３
万
　
・
４
ト
ン
と
　

114

21

年
度
分
を
比
較
す
る
と
、
昨
年
度
は

市
全
体
の
公
共
施
設
で
約
　
パ
ー
セ

23

ン
ト
削
減
で
き
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

学
校
な
ど
で
緑
の
カ
ー
テ
ン
も

　
ほ
か
に
も
、
本
格
的
な
夏
の
訪
れ

と
と
も
に
、
消
費
電
力
も
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
中
、
環
境
教
育
や
二
酸
化
炭

素
削
減
の
一
環
と
し
て
、現
在
、市
内

　
の
小
中
学
校
や
６
つ
の
公
民
館
の

21ほ
か
、市
役
所
本
庁
舎
な
ど
で
は
、朝

顔
や
ヘ
チ
マ
な
ど
で
作
る
「
緑
の
カ

ー
テ
ン
」に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
引
き
続
き
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
二
酸
化
炭
素
の
一
層
の

削
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

家
庭
で
も
二
酸
化
炭
素
削
減
を

　
日
々
の
生
活
で
電
気
や
ガ
ス
な
ど

を
使
う
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
は
排

出
さ
れ
ま
す
。

　
各
家
庭
で
も
、こ
ま
め
に
電
気
を
消

す
、自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
の
実
行
、
水
道
の
節
水
コ
マ
の
利

用
な
ど
、ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
む
だ
づ
か
い
が
な
く
な

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
環
境
カ
レ
ン
ダ
ー
の
活
用
を

　
ま
た
、
市
で
は
、
家
庭
で
使
わ
れ

た
電
気
や
水
道
 、ご
み
な
ど
の
量
か

ら
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
計
算
で

き
る
「
野
田
市
環
境
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
作
成
し
、
環
境
保
全
課
や
関
宿
支

所
、
各
出
張
所
、
各
公
民
館
で
無
料

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
年
間
を
通
じ
て
カ
レ
ン
ダ
ー
に
書

き
込
ん
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
前
年
よ
り
　
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
で

10

き
た
方
に
は
、
記
念
品
を
差
し
上
げ

げ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
地
球

温
暖
化
防
止
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
役
所
本
庁
舎
で
の
取

り
組
み
は
管
財
課
、
実
行
計
画
・
環

境
カ
レ
ン
ダ
ー
は
環
境
保
全
課

22

家庭での排出量をチェッ家庭での排出量をチェックク



鋸

　
 新
設
の
学
童
保
育

学
童
保
育
所所
でで

入
所
児

　
　
  　
　
入
所
児
童童
をを
募
集
募
集

向
で
検
討
し
ま
し
た
が
、
一
部
反
対

の
声
が
あ
っ
た
た
め
、分
割
後
の
運
営

を
既
に
実
績
の
あ
る
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た

が
、理
解
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
市
は
、
児
童
の
安
全
確
保

を
最
優
先
と
判
断
し
、
既
存
の
学
童

保
育
所
は
保
護
者
会
と
の
協
議
が
整

う
ま
で
は
直
営
と
す
る
一
方
、
新
た

な
施
設
を
小
学
校
の
校
庭
や
余
裕
教

室
な
ど
に
設
置
し
、
施
設
運
営
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
す
る
方
針
で

準
備
を
進
め
、
ま
ず
は
　
月
に
、
清

10

水
・
岩
木
・
七
光
台
・
尾
崎
・
関
宿
中

央
の
５
か
所
に
、　
月
に
は
野
田
・

11

柳
沢
・
山
崎
の
３
か
所
に
第
二
学
童

保
育
所
を
新
年
度
を
待
た
ず
に
開
設

し
ま
す
。

案
内
書
は
支
所
や
各
出
張
所
で
　
　
も 

　
案
内
書
の
配
布
と
申
請
受
付
は
、９

月
　
日
鞘（
　
月
開
設
の
学
童
保
育
所

17

11

は
　
月
　
日
鞘
）ま
で
、市
役
所
や
関
宿

10

15

支
所
、各
出
張
所
で
行
っ
て
い
ま
す（
案

内
書
は
各
学
童
保
育
所
で
も
配
布
）。

　
対
象
は
、保
護
者
が
就
労
や
家
庭
の

事
情
で
、放
課
後
に
保
育
が
困
難
な
小

学
４
年
生
ま
で
で
、開
設
時
間
な
ど
の

詳
細
は
、案
内
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
　
年
４

23

月
か
ら
南
部
・
宮
崎
・
み
ず
き
に
学

童
保
育
所
を
新
設
す
る
予
定
で
す
。　

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

　
市
で
は
、
全
国
的
に
少
子
化
や
核

家
族
化
が
進
む
中
、平
成
　
年
に「
エ

12

ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
子
育

て
支
援
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、　
年
16

に
国
の
、「
子
育
て
支
援
総
合
推
進
モ

デ
ル
市
町
村
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
年
と
　
年
度
に
は
、「
エ
ン

17

21

ゼ
ル
プ
ラ
ン
」を
見
直
し
、さ
ら
な
る

子
育
て
支
援
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
児
童
が
安
全
に
放
課
後
を

過
ご
す
場
所
と
し
て
、
市
内
の
全
小

学
校
区
に
学
童
保
育
所
を
整
備
し
た

ほ
か
、　
年
に
は
、
南
部
第
二
を
新

20

設
し
、
二
川
と
三
ケ
尾
の
保
育
室
を

拡
張
し
ま
し
た
が
、
年
々
入
所
児
童

が
増
え
、　
年
度
に
は
、
市
内
　
施

21

21

設
中
、　
施
設
で
過
密
化
状
態
と
な

12

っ
て
い
ま
す
。

児
童
の
安
全
確
保
を
最
優
先

　
当
初
市
で
は
、
過
密
化
の
解
消
が

必
要
な
既
存
の
学
童
保
育
所
を
分
割

し
、
施
設
運
営
を
民
間
委
託
す
る
方

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

市
独
自
の
緊
急
雇
用
対
策

　
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く
中
、
市

で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
市
独
自
の

13

雇
用
促
進
調
査
員
に
よ
る
雇
用
ニ
ー

ズ
な
ど
の
把
握
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
情
報
提
供
を
行
う「
雇
用
促
進
調
査

員
制
度
」
を
実
施
し
、　
年
か
ら
は
、

16

同
事
業
を
発
展
さ
せ
、
市
役
所
２
階

に
「
野
田
市
無
料
職
業
紹
介
所
」
を

開
設
し
、
相
談
員
が
事
業
所
を
訪
問

し
て
開
拓
し
た
雇
用
情
報
な
ど
を
提

供
す
る
な
ど
、
求
職
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
若
年
者
の
就
労
相
談
を

毎
月
１
回
行
う「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の

だ
」の
開
設
や
、就
職
や
転
職
を
希
望

す
る
母
子
家
庭
の
母
に
資
格
や
技
能

習
得
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
雇
用
機

会
の
拡
大
に
向
け
、
若
年
者
や
障
害

者
の
試
行
雇
用
や
、
障
害
者
の
職
場

実
習
に
取
り
組
ん
だ
事
業
主
に
奨
励

金
を
支
給
す
る
な
ど
、
就
労
支
援
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

職
業
紹
介
所
の
相
談
者
が
倍
増

　
ま
た
、　
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
、
解

20

雇
や
契
約
を
更
新
し
な
い
雇
い
止
め

な
ど
が
社
会
問
題
と
な
り
、
市
内
で

も
派
遣
社
員
を
解
雇
す
る
事
例
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
新
た
な
雇
用
を

生
み
出
す
た
め
、　
年
1
月
か
ら
、

21

　
年
　
月
以
降
に
解
雇
さ
れ
た
離
職

20

11

者
を
３
か
月
以
上
、
正
規
・
非
正
規

問
わ
ず
常
用
雇
用
し
た
事
業
主
に
対

し
、
月
給
の
　
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
高

10

で
１
万
５
千
円
の
奨
励
金
を
支
給
す

る
「
緊
急
雇
用
対
策
奨
励
金
」
を
始

め
ま
し
た
。

　
制
度
開
始
か
ら
１
年
７
か
月
、
市

内
の
数
社
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い
た

だ
き
、
実
際
に
雇
用
す
る
事
業
所
も

あ
る
な
ど
、成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
奨
励
金
の
期
間
は
、　
年
22

３
月
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

　
年
度
の
無
料
職
業
紹
介
所
の
相
談

21者
の
延
べ
数
が
、
前
年
度
の
約
２
倍

の
３
千
人
に
な
る
な
ど
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
、今

年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、奨
励
金
の
対
象
と
な
る
事
業

主
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
市
の
無
料
職

業
紹
介
所
を
通
し
、市
内
在
住
の
離
職

者
を
雇
用
す
る
市
内
の
事
業
所
で
す
。

【
問
合
せ
】商
工
課
、母
子
家
庭
の
就

労
支
援
は
児
童
家
庭
課
、
障
害
者
の

就
労
支
援
は
障
害
者
総
合
相
談
・
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
３
 
１

６
９
１
・
思
７
１
２
３
 
１
０
９
５
－

－

解
雇
解
雇
等等

に
よ
に
よ
るる
 
離
職
離
職
者者
をを
雇
用
雇
用
す
る
す
る

事
業

　
　
　
 　
　
事
業
主主
にに
奨
励
金

奨
励
金

職業紹介所では独自の雇用情職業紹介所では独自の雇用情報報も提も提供供

余裕教室を整備する七光台余裕教室を整備する七光台学学童童

今 秋 開 設



漁

■市民課の日曜日・平日延長時間内取扱業務一覧
日曜・延長
時の業務

業　　務　　名
○住民票の写しの交付
○住民票記載事項証明書の交付
○戸籍・除籍謄抄本の交付
○戸籍の附票の写しの交付
○印鑑登録証明書の交付
○印鑑登録証（カード）の交付および印鑑登録証亡失届、廃止の受付
○届出受理証明書の交付
○身分証明書の交付
○届書記載事項証明書の交付
○年金の証明書（生存の確認等）

諸証明
の交付

○住所証明書（軽自動車）
○不在住・不在籍証明書
○改葬許可証明書
○無料証明書（合併に関する住居表示・区画表示変更）
○無料証明書（出産育児一時金申請の証明）
○自動車の臨時運行許可証の交付等
○死体・死胎・改葬遺骨埋火葬許可証の交付
○火葬場・式場等使用の受付および許可証の交付
※出生・死亡・婚姻・離婚・養子縁組・転籍など戸籍に関する届出の受付
－ 住民異動届（転入・転居・転出・世帯変更等）の受付
－ 住民票の一部の写しの閲覧
－ 住民基本台帳カードの申請・交付
－ 住民基本台帳ネットワークシステムによる住民票の写しの広域交付
－ 住民基本台帳事務における支援措置申出の受付
－ 公的個人認証に関する電子証明書の交付
－ 外国人登録等の受付
－ 外国人登録原票記載事項証明書の交付

　碓＝日曜日と平日延長（火・木曜日２０時まで）に業務を行うもの
　※＝日曜日と平日延長（火・木曜日２０時まで）に受付のみを行うもの
　－＝平日１７時１５分で業務を終了するもの

電
子
申

 電
子
申
請請
がが
さ
ら
に
充

さ
ら
に
充
実実

住
民

　
　
住
民
票票
やや
所
得
証
明

所
得
証
明
なな
　

　
どど 
のの
申
請
申
請
もも

　
市
で
は
、
昨
年
　
月
か
ら
、
イ
ン

10

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
や
届

出
が
で
き
る
、「
ち
ば
電
子
申
請
・
届

出
サ
ー
ビ
ス
」を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
窓
口
や
郵
送
で
行
う
、申
請
・
届
出

の
一
部
の
手
続
き
が
、
自
宅
や
職
場

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、　
時
間
　
日

24

365

（
保
守
点
検
日
を
除
く
）行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
８
月
２
日
９
時
か
ら
は
新
た
に
、

野
田
市
乳
幼
児
医
療
費
助
成
受
給
券

再
交
付
申
請
と
子
ど
も
手
当
口
座
振

替
払
変
更
依
頼
も
利
用
可
能
と
な
り

ま
す
。

事
前
に
利
用
者
登
録
を

　
い
ず
れ
の
申
請
・
届
出
も
最
初
に
、

利
用
者
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。　

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
電
子
申
請
・

届
出
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
、「
ち
ば
電
子

申
請
・
届
出
ポ
ー
タ
ル
画
面
」
に
進

み
、
利
用
方
法
や
規
約
な
ど
を
ご
確

本
人
確
認
書
類
や
印
鑑
登
録
証
明
書

の
場
合
は
登
録
カ
ー
ド
な
ど
の
、
必

要
書
類
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　
証
明
書
の
交
付
申
請
で
は
、
最
後

に
手
数
料
を
納
付
し
、
交
付
物
を
受

け
取
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、届
出
の
場
合
は
、審
査
終
了

の
お
知
ら
せ
が
メ
ー
ル
で
届
き
、
手

続
き
は
完
了
と
な
り
ま
す
。

住
民
票
は
日
曜
な
ど
に
も

　
ま
た
、
市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

指
す
た
め
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
特
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
、
平

成
　
年
７
月
か
ら
、
市
民
課
窓
口
業

20
務
の
時
間
延
長
を
平
日
火
・
木
曜
日

は
　
時
ま
で
、
さ
ら
に
日
曜
日
は
８

20
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
窓
口
を

30

17

15

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
課
の
日
曜
日
と
火
・
木
曜
日

の
時
間
延
長
時
の
業
務
は
、
住
民
票

の
写
し
だ
け
で
な
く
、
戸
籍
・
除
籍

謄
抄
本
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
平
日
の
通
常

業
務
時
間
に
比
べ
、
混
雑
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
た
だ
し
、
他
市
や
他
機
関
へ
の
照

会
が
必
要
な
転
入
出
届
な
ど
、
一
部

取
り
扱
っ
て
い
な
い
業
務
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課
、
住
民
票

や
戸
籍
な
ど
は
市
民
課

認
の
う
え
、

登
録
手
続
を

行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
窓
口
受
領

で
は
、
申
請

を
行
う
と
、

　
桁
の
到
達

18番
号
が
メ
ー

ル
で
届
き
ま

す
の
で
、
窓

口
で
到
達
番

号
を
お
伝
え

い
た
だ
き
、

■電子申請・届出サービスの申請の種類など
窓口担当課窓口受領申請・届出の種類

市民課
○住民票の写しの交付申請
○印鑑登録証明書交付申請

課税課
○固定資産税関係の証明書交付申請

（評価証明・公課証明・記載事項証明）

○市県民税関係の証明書交付申請
（非課税証明・住民税決定証明・所得証明）

収税課

○納税証明書交付申請（個人）

○軽自動車継続検査用の納税証明書交付申請
（個人・法人）

○固定資産税、軽自動車税、法人市民税の納税
証明書交付申請（法人）

環境保全課―犬の死亡届出

保健センター
―がん検診登録申込
○妊娠届出
―出生通知

児童家庭課
○野田市乳幼児医療費助成受給券再交付申請

（８月２日から）

―子ども手当口座振替払変更依頼
（８月２日から）
※窓口受領に「○」のある申請は、交付物の受領や手数料の納付の
ために、窓口にお越しいただく必要があります。
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
参
議
院
千
葉
県
選
出
議
員
選
挙

と
、
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
が
７
月
　
日
に
行
わ
れ
、
千
葉
県

11

選
出
議
員
選
挙
で
は
、
小
西
ひ
ろ
ゆ

き
氏
、
猪
口
邦
子
氏
、
水
野
け
ん
い

ち
氏
の
３
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
参
議
院
千
葉
県
選
出
議
員
選
挙
の

野
田
市
の
投
票
率
は
、　
・
　
パ
ー

48

08

セ
ン
ト
（
県
平
均
　
・
　
パ
ー
セ
ン

54

85

ト
）で
、
前
回
の
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

53
02

を
４
・
　
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

94

◆
千
葉
県
選
出
議
員
選
挙（
野
田
市
分
）

○
当
日
有
権
者
数
１
２
７
、
４
９
５
人

　
　
　
　
　
男
＝
６
３
、
８
０
１
人

　
　
　
　
　
女
＝
６
３
、
６
９
４
人

○
投
票
者
数
 　
　
６
１
、
３
０
２
人

　
　
　
　
　
男
＝
３
１
、
３
８
５
人

　
　
　
　
　
女
＝
２
９
、
９
１
７
人

○
投
票
率
　
　
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

48

08

　
　
　
　
男
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

49

19

　
　
　
　
女
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

46

97

○
開
票
結
果

投
票
総
数
　
　
　
６
１
、
２
９
７
票

有
効
投
票
数
　
　
５
８
、
４
０
７
票

無
効
投
票
数
　
　
　
２
、
８
９
０
票

持
ち
帰
り
・
そ
の
他
　
　
　
　
５
票

○
候
補
者
別
得
票
数（
野
田
市
得
票
順
）

道
　
あ
ゆ
み
　
　
１
２
、
２
８
４
票

猪
口
　
邦
子
　
　
１
２
、
２
０
８
票

小
西
　
ひ
ろ
ゆ
き
　
９
、
７
６
７
票

水
野
　
け
ん
い
ち
　
９
、
３
２
０
票

し
い
な
　
一
保
　
　
８
、
６
２
９
票

さ
い
と
う
　
和
子
　
４
、
０
７
４
票

こ
が
　
ひ
さ
し
　
　
１
、
３
３
９
票

清
水
　
さ
と
し
　
　
　
　
５
２
２
票

ま
き
の
　
正
彦
　
　
　
　
２
６
４
票

※
千
葉
県
選
出
議
員
の
当
選
者
は
、県
内
他

市
町
村
の
得
票
数
も
含
め
て
決
定
し
ま
す
。

◆
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙（
野
田
市
分
）

○
当
日
有
権
者
数
１
２
７
、４
９
５
人

　
　
　
　
　
男
＝
６
３
、
８
０
１
人

　
　
　
　
　
女
＝
６
３
、
６
９
４
人

○
投
票
者
数
　
　
６
１
、
３
０
４
人

　
　
　
　
　
男
＝
３
１
、
３
８
５
人

　
　
　
　
　
女
＝
２
９
、
９
１
９
人

○
投
票
率
　
　
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

48

08

　
　
　
　
男
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

49

19

　
　
　
　
女
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

46

97

○
開
票
結
果

投
票
総
数
　
　
　
６
１
、
２
９
９
票

有
効
投
票
数
　
　
５
９
、
８
５
８
票

無
効
投
票
数
　
　
　
１
、
４
４
１
票

持
ち
帰
り
・
そ
の
他
　
　
　
　
５
票

○
政
党
等
別
得
票
数（
野
田
市
得
票
順
）

民
主
党
　
　
１
８
、
０
１
４
・
　
票
657

自
由
民
主
党
１
２
、
９
３
３
・
　
票
839

み
ん
な
の
党
　
９
、
２
５
４
・
　
票
061

公
明
党
　
　
　
９
、
１
８
６
・
　
票
296

日
本
共
産
党
　
３
、
８
６
９
・
　
票
000

社
会
民
主
党
　
２
、
０
５
６
・
　
票
875

新
党
改
革
　
　
１
、
２
７
５
・
　
票
611

た
ち
あ
が
れ
日
本
１
、
１
５
４
・
　
票
000

国
民
新
党
　
　
　
　
８
９
８
・
　
票
768

女
性
党
　
　
　
　
　
５
６
６
・
　
票
503

日
本
創
新
党
　
　
　
５
０
０
・
　
票
109

幸
福
実
現
党
　
　
　
１
４
８
・
　
票
266

※
比
例
代
表
の
候
補
者
名
の
得
票
数
は
、

政
党
等
別
得
票
数
に
含
ま
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
社
会
全
体
で
支
援
し
て
い
こ
う
と
、

国
が
「
子
ど
も
手
当
」
の
支
給
を
決

定
し
た
こ
と
か
ら
、市
で
は
４
月
に
、

対
象
世
帯
へ「
お
知
ら
せ
と
申
請
書
」

を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
手
当
は
、
平
成
　
年
４
月

22

１
日
現
在
野
田
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
中
学
３
年
生
ま
で
（
平
成
７
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
　
日
ま

15

31

で
）
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

が
対
象
で
、
所
得
制
限
は
な
く
、
子

ど
も
一
人
に
つ
き
月
額
１
万
３
千
円

を
支
給
し
ま
す
。

　
な
お
、　
年
度
に
児
童
手
当
を
受

21

給
し
て
い
た
方
は
、
手
続
き
は
不
要

で
す
。

　
５
月
　
日
ま
で
に
申
請
し
た
方
と
、

10

申
請
が
不
要
な
方
へ
の
４
・
５
月
分

の
子
ど
も
手
当
は
６
月
に
振
り
込
み

ま
し
た
。

手
続
き
が
必
要
な
方
は
申
請
を

　
た
だ
し
、　
年
度
に
児
童
手
当
を

21

受
給
し
て
い
た
方
で
、　
年
４
月
１

22

 中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
に

　
　
　
　
「
子
ど
も
手
当
」を
支
給

　
　
 ～
申
請
が
必
要
な
方
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
～

申請は関宿支所や各出張所で申請は関宿支所や各出張所でもも

日
に
中
学
２
、
３
年
生
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
方
は
「
額
改
定
認
定

請
求
書
」
の
提
出
が
、
ま
た
、　
年
21

度
に
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か

っ
た
方
で
、　
年
４
月
１
日
に
中
学

22

生
以
下
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

方
は
、「
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、９
月
　
日
木
ま
で
に
、児
童
家
庭

30

課
か
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　
申
請
が
認
め
ら
れ
た
方
に
は
、　22

年
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

※
　
年
４
月
１
日
以
降
、
養
子
縁
組

22
や
出
生
な
ど
で
新
た
に
対
象
と
な
っ

た
場
合
、
中
学
生
分
は
事
由
が
生
じ

た
翌
月
か
ら
、
小
学
生
以
下
分
は
申

請
し
た
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

参
議
院
千
葉
県
選
出
議
員
選
挙
結

参
議
院
千
葉
県
選
出
議
員
選
挙
結
果果

　　　　　小
西
　ひ
ろ
ゆ
き
 氏
、
猪
口
　邦
子
 氏
、

　
　
　
　
　
　
　
水
野
　け
ん
い
ち
 氏
 が
当
選



魚

　
市
で
は
、
児
童
福
祉
の
一
環
で
、

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど
に
対
す

る
「
児
童
扶
養
手
当
」
や
、
父
や
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

た
め
に
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な

ら
な
い
方
に
対
す
る
「
養
育
者
支
援

手
当
」、ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
の

保
険
内
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る「
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
金
」
な

ど
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
８
月
　
日
ま
で

３１

　
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

９月１０日まで

児
童
扶
養
手
当
・
養
育
者
支
援
手
当
な
　

　
ど 

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
市
で
は
、
身
体
や
精
神
に
障
害
の

あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対

す
る
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」、
著
し

く
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
在
宅

で
、
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
　
歳
20

以
上
の
方
に
対
す
る
「
特
別
障
害
者

手
当
」・「
経
過
的
福
祉
手
当
」
や
著

し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
在

宅（
入
院
も
可
）

で
、
常
に
介
護

を
必
要
と
す
る

　
歳
未
満
の
方

20に
対
す
る
「
障

害
児
福
祉
手

当
」
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方

は
、
８
月
上
旬

に
、
対
象
者
に

送
付
す
る
予
定

の
「
現
況
届
」

を
期
限
内
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

７
月
末
に
送
付
し

た
「
現
況
届
」
を

８
月
２
日
月
か
ら

８
月
　
日
火
ま
で

31

に
児
童
家
庭
課
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
期
限
内
に
提
出

が
な
い
場
合
は
、

受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
制

限
を
超
え
た
場
合

な
ど
は
、
支
給
が

停
止
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
父
子
家

庭
等
支
援
手
当
の

受
給
資
格
者
で
平

成
　
年
度
と
　
年

20

21

度
に
現
況
届
を
未

提
出
の
方
は
、児
童
扶
養
手
当
へ
の
新

規
申
請
と
併
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

開
始
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
る
方

は
、「
現
況
届
」
と
併
せ
て
「
一
部
支

給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
金
受
給
資
格
者
の
方
は
、
８
月

２
日
月
か
ら
　
日
火
ま
で
に
、
資
格

31

更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
規
申
込
み
は
随
時
受
付

　
児
童
扶
養
手
当
や
養
育
者
支
援
手

支給対象者手当の種類

身体や精神に一定程度の障害のある児童（２０
歳未満）を監護している父もしくは母、また
は、父母にかわって児童を養育している方

特別児童
扶養手当

在宅で、著しく重度の障害があるため、常に
介護を必要とする２０歳以上の方で
①おおむね身体障害者手帳１・２級、療育手
帳ＡからＡ－２程度で障害が重複している方
か、同程度の疾患、精神障害の方
②施設に入所していない方
③病院などに、継続して３か月以上入院して
いない方

特別障害者
手当

在宅（入院も可）で、著しく重度の障害がある
ため、常に介護を必要とする２０歳未満の方で
①おおむね身体障害者手帳１・２級、療育手
帳ＡからＡ－１程度の方か、同程度の疾患、
精神障害の方
②施設に入所していない方

障害児福祉
手当

　
期
限
内
に
提
出
の
な
い
場
合
は
、

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
受
け
付
け
は
、
社
会
福
祉
課
や
関

宿
支
所
、
各
出
張
所
で
、
８
月
　
日
11

水
か
ら
９
月
　
日
金
ま
で
行
い
ま
す
。

10

　
な
お
、
所
得
制
限
を
超
え
た
場
合

な
ど
は
、
手
当
は
支
給
停
止
に
な
り

ま
す
。

新
た
な
申
請
は
随
時
受
付

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
障
害

者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
の
申
請

は
、随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
支
給
対
象
者
の
要
件
は
表
の
と
お

り
で
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
申
請
方
法
な
ど
を
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
手
当
を
受
け
る
に
は
所

得
制
限
が
あ
り
、
受
給
者
（
申
請
者
）

や
受
給
者
の
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
、
限
度
額
以
上
で
あ
る
と

き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。　

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課

支給対象者種類

次の要件に該当する児童（１８歳になった日以後の最初の３月３１日まで該当）を
養育している父または母か、その児童を養育している公的年金を受給し
ていない方
①父母が離婚した後、父または母と一緒に生活していない児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が重度の障害（国民年金の障害等級１級程度）にある児童
４父または母の生死が明らかでない児童
⑤父または母から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑥父または母が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童
⑦未婚の母の児童

児童扶養
手当

次の要件に該当する児童（１８歳になった日以後の最初の３月３１日まで該当）で、
父及び母に監護されていない児童を養育している公的年金受給者の方
①父母が離婚した児童
②～⑦…児童扶養手当に同じ

養育者支援
手当

次の要件に該当する児童（１８歳になった日以後の最初の３月３１日まで該当）を
養育している父または母か、その児童を養育している方で、社会保険各法
の被保険者、組合員、または被扶養者
①～⑦…児童扶養手当に同じ

ひとり親家
庭等医療費
助成金

当
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

金
の
新
規
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
支
給
対
象
者
の
要
件
は
表
の
と
お

り
で
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

■手当の種類と支給対象者の要件

■手当・助成金の種類と支給対象者の要件 ８月３１日まで

 受受
給給
にに
はは
年
１
年
１
回回
のの
手
続
手
続
きき
をを

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
な
　

　
ど 

 受受
給給
にに
はは
忘
れ
ず
手
続

忘
れ
ず
手
続
きき
をを
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市民訪問

　
　
人
の
団
員
が
所
属
す
る
野
田
市

787
消
防
団
は
、東
葛
飾
地
域
で
一
番
の
規

模
で
、防
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、河
川

増
水
時
の
警
戒
や
、道
路
の
冠
水
時
に

は
排
水
作
業
な
ど
を
行
う「
野
田
市
水

防
団
」と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
か
ら
消
防
団
長
を
務
め

る
近
藤
利
夫
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
の

42

入
団
以
来
、　
年
に
も
わ
た
り
市
民

40

の
生
命
や
財
産
を
守
る
活
動
を
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
「
私
の
理
念
は
『
自
分
た
ち
の
町

は
自
分
た
ち
で
守
る
』
で
す
が
、
支

え
て
く
れ
る
家
族
や
地
域
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
団
長
と
し
て
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、

大
き
な
責
任
を
や
り
が
い
に
変
え
て

励
み
た
い
」
と
近
藤
さ
ん
。

　
「
団
員
不
足
は
全
国
的
に
も
い
わ

れ
野
田
市
も
同
様
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
仕
事
が
あ
る
中
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
続
け
る
の
は
、
み
ん
な
の
手
で

町
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
団
結
力

が
あ
る
か
ら
こ
そ
。
ま
た
、
活
動
を

通
じ
て
多
く
の
友
人
が
で
き
る
魅
力

も
あ
る
か
ら
で
す
」と
結
び
ま
し
た
。

野
田
市
消
防
団
長
・
吉
春
在
住
・
昭

和
　
年
生
ま
れ

１７

ま
ち
を
守
る
の
は

　
　
み
ん
な
の
手
で

近
藤
　
利
夫
さ
ん

水
環
境
の
大
切
さ
を

　
　
　
子
ど
も
た
ち
に
も

十数種の魚やエビなどを確認

　
子
ど
も
た
ち
に
身
近
な
水
辺
の
環
境
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
、
関
宿
水
環
境
保
全
会
で
は
、
７
月
７
日
、

関
宿
小
の
５
年
生
　
人
が
参
加
し
て
、「
田
ん
ぼ
の
生

29

き
物
調
査
」
を
行
っ
た
。

　
水
田
に
囲
ま
れ
た
同
校

西
側
の
関
宿
 落
堀
 で
、定
置

お
と
し
ぼ
り

網
に
か
か
っ
た
生
き
物
の

種
類
や
水
質
な
ど
を
記
録
。

　
フ
ナ
や
ド
ジ
ョ
ウ
の
ほ

か
、
初
め
て
見
る
魚
も
多

く
、
児
童
ら
は
熱
心
に
図

鑑
と
見
比
べ
て
い
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
防
犯
灯
が

　
　
　
市
内
６
か
所
に
登
場

　
蛍
光
灯
に
比
べ
、
二
酸
化
炭
素
が
削
減
で
き
、
省

電
力
で
長
寿
命
と
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ（
発
光
ダ
イ
オ

ー
ド
）を
使
用
し
た
防
犯
灯
を
、６
月
　
日
ま
で
に
七

25

光
台
会
館
前
や
関
宿
総
合

公
園
駐
車
場
入
口
付
近
な

ど
、
計
６
か
所
に
　
基
を

20

試
験
的
に
設
置
し
た
。

　
照
明
の
明
る
さ
や
作
物

へ
の
影
響
な
ど
、
蛍
光
灯

式
防
犯
灯
と
の
違
い
を
研

究
し
、
今
後
の
導
入
の
参

考
に
す
る
。

清水公園付近には４基を設置

紙上公共施設見学会
 　　　　　　「野田ことば相談室」

　
野
田
こ
と
ば
相
談
室
は
、
小
学
校

入
学
前
の
子
ど
も
の
、
こ
と
ば
へ
の

心
配
を
持
つ
保
護
者
か
ら
の
相
談
を

受
け
、
個
々
の
状
態
に
合
わ
せ
た
指

導
や
訓
練
を
行
お
う
と
、昭
和
　（
1
63

9
８
８
 ）年
４
月
に
中
央
小
学
校
の
言

語
教
室
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
相
談
室
に
は
、「
こ
と
ば
が
遅
い
」、

「
正
し
く
発
音
が
で
き
な
い
」、「
ど

も
る
」、「
ひ
と
り
言
が
多
く
、
会
話

に
な
り
に
く
い
」、「
集
団
に
慣
れ
に

く
い
」
な
ど
の
悩
み
を
持
つ
保
護
者

と
子
ど
も
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、
遊

び
を
通
じ
た
指
導
を
行
い
、
必
要
や

状
況
に
応
じ
て
、
集
団
生
活
や
人
と

の
関
わ
り
に
馴
れ
る
よ
う
、
グ
ル
ー

プ
で
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
室
の
指
導
員
が
、
利

用
者
が
通
っ
て
い
る
幼
稚
園
や
保
育

所
な
ど
を
訪
問
し
て
連
携
を
取
っ
た

り
、
保
護
者
に
対
し
て
も
、
子
ど
も

と
の
接
し
方
や
日
常
生
活
、
進
路
な

ど
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
相
談
や
指
導
は
無
料
で
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、同
室
に
電
話（
７
１
２

３
 
２
０
９
３
）で
申
込
み
が
必
要
で
、

毎
週
月
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
受
け
付
け
し
、
後
日
、
相
談
室

か
ら
面
接
の
日
時
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

－

指導員には言語聴覚士も
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写
真
は
、昭
和
　（
１
９

39

６
４
）年
１
月
、木
間
ケ
瀬

で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
時
中
学
生
だ
っ
た
神

田
さ
ん
が
、
自
宅
前
の
道

路
で
、
原
動
機
付
自
転
車

に
ま
た
が
っ
て
写
っ
て
い

ま
す
。

　
「
伯
父
が
　（
１
９
６

35

０
）年
こ
ろ
に
購
入
し
た
バ

イ
ク
で
す
。
足
踏
み
式
で

エ
ン
ジ
ン
を
始
動
す
る
原

付
は
よ
く
見
か
け
ま
し
た

が
、
写
真
の
も
の
は
ス
イ

ッ
チ
式
で
最
新
の
装
備
で

し
た
。
赤
色
の
車
体
も
目

立
っ
て
い
て
、 颯
  爽
 と
走

さ
っ
 そ
う

る
伯
父
の
姿
が
格
好
良
く
、

い
つ
か
は
自
分
も
乗
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
ね
」
と

話
し
ま
す
。

　
「
免
許
を
取
っ
た
ら
す

ぐ
に
乗
れ
る
よ
う
に
と
、

私
が
中
学
校
を
卒
業
す
る

前
に
譲
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
憧
れ
て
い
た
バ
イ
ク

が
自
分
の
も
の
に
な
っ
た

と
き
は
、
感
動
の
思
い
で

一
杯
で
し
た
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

写真提供＝神田守さん（木間ケ瀬）

憧
れ
の
バ
イ
ク
に

　
　
　
ま
た
が
っ
て

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

プールでは子どもたちの歓声が

　
総
合
公
園
内
の
水
泳
場
で
は
、
今
年
も
７
月
３
日

に
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
た
。
梅
雨
の
晴
れ
間
の
夏

日
と
な
っ
た
７
月
８
日
に
は
、
じ
め
じ
め
し
た
蒸
し

暑
さ
を
少
し
で
も
吹
き
飛

ば
そ
う
と
、
多
く
の
親
子

連
れ
が
訪
れ
、
水
し
ぶ
き

を
上
げ
て
楽
し
ん
だ
。

　
な
お
、　
メ
ー
ト
ル
、流

50

水
、ち
び
っ
こ
、子
ど
も
用

の
４
種
類
で
、９
月
５
日
ま

で
、入
場
料
　
円（
中
学
生

680

以
下
　
円
）で
利
用
で
き
る
。

270

真
夏
は
も
う
す
ぐ

　
　
元
気
よ
く
プ
ー
ル
開
き

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

産地直送の新鮮なりんご産地直送の新鮮なりんごをを

地区内の郷土芸能地区内の郷土芸能「「里神楽里神楽」も」も

地区社協訪問（８）
 　　　　川間地区社会福祉協議会

①ジャガイモの皮をむいて７ミリメートルから１センチ
メートルの厚さに輪切りにする②蒸し器で竹串が通る程
度（中火で約１０分弱）まで蒸す③タマネギを薄くスライ
スする④ベーコンを一口大に切る⑤耐熱皿に①を敷いて
③④を乗せ、一番上にとろけるチーズをちぎって乗せる
⑥⑤をオーブントースターで４分弱焼いて、チーズに焦
げ目がついたら出来上がり。
※ホワイトソースを使わないのに、グラタンみたいなボ
リューム感があり、ビールなどのおつまみによく合いま
す。ジャガイモを蒸すのは手間がかかるので、電子レン
ジで温めると手軽にできますよ。
《材料》４人分：ジャガイモ３個、タマネギ１／２個、とろけるチー
ズ４枚程度、ベーコン２０ｇ

グラタン風チーズポテト

小山美智子さん（岡田）

　
川
間
地
区
で
は
、
身
近
な
困
り
ご

と
は
住
民
同
士
の
助
け
合
い
で
解
決

で
き
る
よ
う
に
、「
み
ん
な
で
支
え
あ

う
社
会
」を
目
指
し
、平
成
　
年
４
月

12

　
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

14

童
施
設
な
ど
に
、
年
次
計
画
を
も
と

に
支
援
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
全

体
行
事
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、交
流
の
場
と
し
て
実
施
す

る「
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」で
は
、地
元
の

郷
土
芸
能
や
中
学
生
に
よ
る
音
楽
発

表
な
ど
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
地
区

内
が
一
体
と

な
る
楽
し
い

ひ
と
時
で
す
。

　
ま
た
、　
月
12

に
は
独
り
暮

ら
し
の
高
齢

者
の
皆
さ
ん

へ
給
食
サ
ー

動
を
展
開
し
、第
三
支
部（
日
の
出
町
）

で
は
、毎
週
火
曜
日
に「
ふ
れ
あ
い
喫

茶
」を
開
き
、地
元
住
民
の
交
流
を
深

め
る
場
を
提
供
す
る
な
ど
、地
域
に
応

じ
た
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
川
間
地
区
社
協
・
野
島

☎
７
１
２
９
 
２
２
５
２

－

ビ
ス「
赤
飯
・

伸
し
餅
」も
実

施
し
て
ま
す
。

　
さ
ら
に
、地

区
内
に
５
つ

の
支
部
を
設

け
、そ
れ
ぞ
れ

が
サ
ロ
ン
活

各
種
事
業
の
取
り
組
み

　「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、美
味
し
い

り
ん
ご
は
い
か
が
で
す
か
」が
、川
間

地
区
社
協
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る

「
り
ん
ご
販
売
」で
は
、
お
か
げ
さ
ま

で
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
毎

回
完
売
で
す
。
こ
の
収
益
金
は
、
地

区
内
の
福
祉
施
設
や
教
育
施
設
、
児
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京

欅
の
ホ
ー
ル
前
で
炬
火
採
火
式

　
平
成
　
年
　
月
１
日
金
か
ら
４
日

22

10

月
ま
で
、
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
と

総
合
公
園
体
育
館
で
、「
ゆ
め
半
島
千

葉
国
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、９
月
　
日
土
に
は
、千
葉
マ

25

リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、「
総
合
開
会
式
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
市
で
は
、
野

田
市
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協
議
会
の
協
力

で
、
総
合
開
会
式
で
点
火
さ
れ
る
 炬
 
き
ょ

 火
 （オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
に
あ
た
る

かも
の
）の
採
火
式
を
実
施
し
ま
す
。

　
日
時
は
、
８
月
７
日
土
　
時
か
ら

14

で
、
場
所
は
、
野
田
夏
ま
つ
り
躍
り

七
夕
会
場
内
出
逢
い
の
広
場（
欅
の
ホ

ー
ル
駐
車
場
）で
す
。

【
問
合
せ
】
国
体
推
進
室

７
　
７
月月
でで
利
用
利
用
者者
　
万
人
達

万
人
達
成成

200200

　
 

限

　
　
限
定定
乗
車
券
の
販

乗
車
券
の
販
売売
なな
　

　
どど

も
 
も

まめバまめバスス

　
厳
し
い
生
活
環
境
に
置
か
れ
て
い

る
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど
を
支

援
し
よ
う
と
、
市
で
は
「
野
田
市
ひ

と
り
親
家
庭
支
援
総
合
対
策
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
同
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
　
年
度

20

か
ら
は
、
市
内
在
住
の
母
子
・
父
子

家
庭
の
子
ど
も
と
そ
の
親
を
対
象
に
、

「
野
田
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
」
の
協

力
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
料
理

教
室
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、お
互
い
の

悩
み
を
打
ち
あ
け
た
り
、子
育
て
の
相

談
な
ど
も
行
う
「
ひ
と
り
親
家
庭
情

報
交
換
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
や
開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
表

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
８
月
５
日
木
か
ら
各
締

切
日
ま
で
に
、
電
話
か
直
接
児
童
家

庭
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
料
理
教
室
へ
の
参
加
に
は

内
　
　
容

親
子
ふ
れ
あ
い
料
理

教
室（
ケ
ー
キ
づ
く
り
）

親
子
ふ
れ
あ
い
体
験

教
室

開
催
日

９
月
５
日
日

　
月
３
日
日

１０

会
　
場

南
部
梅
郷
公
民
館

実
習
室

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

定
員

　
人
２４　

人
５０

締
 切

８
月
　
日
火

３１

９
月
　
日
火

２８

ひ
と
り
親
家
庭
の
交
流
や
相
談
を

材
料
代
１
人

　
円
が
必
要

200で
、
当
日
会

場
で
集
金
し

ま
す
。　

【
問
合
せ
】

児
童
家
庭
課

　
合
併
を
機
に
、
平
成
　
年
１
月
か

16

ら
運
行
を
開
始
し
た
ま
め
バ
ス
は
、

７
月
　
日
で
利
用
者
が
　
万
人
に
達

19

200

し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
　
万
人
達
成
記

200

念
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、
記
念
乗

車
券
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
水
筒
を

　
８
月
１
日
日
か
ら
　
日
火
ま
で
、

31

関
宿
城
・
北
・
新
北
・
中
・
南
・
新

南
の
６
つ
の
ル
ー
ト
の
ま
め
バ
ス
車

内
に
、
異
な
る
ス
タ
ン
プ
を
設
置
し

ま
す
の
で
、降
車
の
際
に
専
用
の
カ
ー

ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
は
、
期
間
中
、
車
内
や
市

役
所
企
画
調
整
課
、
関
宿
支
所
、
各

出
張
所
で
配
布
し
ま
す
。

　
３
つ
の
ル
ー
ト
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
て
、
８
月
２
日
月
か
ら
９
月
　
日
10

金
ま
で
の
平
日
に
、
企
画
調
整
課
か

関
宿
支
所
へ
持
参
し
て
い
た
た
だ
い

た
方
、
先
着
　
人
（
１
人
１
回
ま
で
）

100

に
、
記
念
品
と
し
て
、「
ま
め
バ
ス
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ト
ル（
水
筒
）」

を
進
呈
し
ま
す
。

※
期
間
中
で
も
、
記
念
品
が
な
く
な

り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

ル
ー
ト

北新
北中南新

南

変
更
期
間

　
　
・
時
間

８月７日土、８日日の１０時から終車まで
※１０時より前の便は通常通り運行します。
※迂回ルート走行中は、バス停があっても停
車しません。

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停

清
水

経
由

堤
台

経
由

辻
前
、中
野
台
、欅
の
ホ
ー
ル
、
上
町

辻
前
、
中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
琴
平
通

り
入
口
、
仲
町
、
上
町

辻
前
、
中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
仲
町
、

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
前

辻
前
、
中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
琴
平
通

り
入
口

辻
前
、
中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、

上
町

中
野
台
鹿
島
町
、
中
野
台
入
口
、

中
野
台
鹿
島
神
社
前
、中
野
台
、欅

の
ホ
ー
ル
、上
町

車
内
に
は
、「
　
万
人
達
成
記
念
版
ま

200

め
バ
ス
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
」
を
１

台
に
つ
き
　
枚
用
意
し
ま
す
の
で
、１

30

人
１
枚
ず
つ
お
取
り
く
だ
さ
い
。

◎
　
枚
限
定
で
記
念
乗
車
券
を
販
売

５００
　
８
月
２
日
月
か
ら
は
、
企
画
調
整

課
、
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
、
茨
急

バ
ス
野
田
営
業
所（
野
田
市
駅
の
隣
）

　
規
制
中
は
、
ま

め
バ
ス
の
北
・
新

北
・
中
・
南
・
新

南
の
５
ル
ー
ト
が
、

　
時
か
ら
終
車
ま

10で
、
迂
回
ル
ー
ト

に
よ
る
運
行
と
な

り
、
一
部
の
バ
ス

停
が
利
用
で
き
な

く
な
る
た
め
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
企
画

調
整
課

で
、　
枚
限

500

定
で
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
付
き

記
念
乗
車
券

（
　
円
で
　

200

50

円
券
４
枚
綴

り
）を
販
売

し
ま
す
。

◎
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
や
エ
コ
バ
ッ
グ
も

　
ま
た
、
８
月
１
日
日
の
ま
め
バ
ス

　
さ
ら
に
、
８
月
８
日
日
の
始
発
か

ら
は
、
１
台
に
つ
き
先
着
　
人
の
利

30

用
者
に「
ま
め
バ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ

バ
ッ
グ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◎
ま
め
バ
ス
が
迂
回
ル
ー
ト
に

　
８
月
７
日
土
、
８
日
日
は
、「
野
田

夏
ま
つ
り
躍
り
七
夕
」
を
開
催
す
る

た
め
、
本
町
通
り
な
ど
の
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
９
月

　
日
木
ま
で
の

30期
間
限
定
で
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
印

刷
で
き
ま
す
。
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市
で
は
、
平
成
　
年
４
月
１
日
採

23

用
予
定
の
職
員
採
用（
選
考
）試
験
と

育
児
休
業
任
期
付
職
員
登
録
選
考
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】
一
般
行
政
職（
上
級
）

　
名
程
度
、同（
初
級
）２
名
程
度
、同

13（
身
体
障
害
者
対
象
）３
名
程
度
、土

木
技
術
職（
上
級
）２
名
程
度
、保
健

師（
上
級
）１
名
程
度
、消
防
士（
初
級
）

２
名
程
度
、一
般
行
政
職（
育
児
休
業

任
期
付
職
員
）８
名
程
度
、栄
養
士

（
育
児
休
業
任
期
付
職
員
）２
名
程
度

【
受
験
申
込
書
の
配
布
・
請
求
】
８

月
　
日
金
ま
で
の
８
時
　
分
～
　
時

13

30

17

　
分（
土
・
日
は
除
く
）、
市
役
所
（
人

15事
課
）、
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
で
配

布
。
郵
送
に
よ
る
請
求
の
ほ
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可

【
受
験
申
込
書
の
受
付
】
８
月
２
日

月
～
８
月
　
日
金
の
８
時
　
分
～
　

13

30

17

時
　
分（
土
・
日
は
除
く
）に
直
接
人
事

15
課
へ
持
参
。郵
送
で
の
申
し
込
み
は
、

受
験
申
込
書
と
受
験
票（
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
記
載
し
　
円
切
手
を
貼

50

付
）を
封
入（
封
筒
で
の
返
送
を
希
望

す
る
場
合
と
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
入
手
し
た
受
験
申
込
書
を
郵
送
す

る
場
合
は
、
定
形
封
筒
に
　
円
切
手

80

を
貼
付
し
、封
入
）し
、８
月
　
日
金

13

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
人
事
課
へ

【
試
験
日
】
第
一
次
は
９
月
　
日
日

19

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
か
問
い
合
わ
せ
を

【
問
合
せ
】
人
事
課

 平
成
　
年
度
採
用
と

23

　
　
育
児

休
業 
任
期
付
の
職
員
試
験

国
民
健
康
保
険
証
は
８
月
に
更
新

　
有
効
期
限
の
満
了
に
伴
い
、８
月
１

日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
新
し
い
保

険
証
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
し
た
。

　
お
手
元
の
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保

険
証
は
、市
役
所
、関
宿
支
所
、各
出

張
所
に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、裁
断
す

る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、新
保
険
証
は
、後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
移
行
や
、　
歳
～
　
歳

70

74

の
方
に
対
す
る
制
度
改
正
で
、
有
効

期
限
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
使
用
す
る
前
に
は
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
有
効
期
限
な
ど
の
内
容

を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
７
月
末
ま
で
に
届
く
よ
う
発
送
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

 ９
月
下
旬
か
　

　
ら 
各
世
帯
を
訪
問

　
国
　
勢

　
調
　
査

世
帯
や
住
居
の
種
類
な
ど
も
調
査
し

ま
す
。

◆
提
出
は
封
入
の
う
え
郵
送
で
も

　
調
査
票
は
、
調
査
員
へ
提
出
し
て

い
た
だ
く
か
、
市
役
所
へ
郵
送
す
る

二
つ
の
方
法
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
封

入
し
て
の
提
出
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】国
勢
調
査
実
施
本
部（
行

政
管
理
課
内
）

　
国
勢
調
査
は
、日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
方
を
対
象
と
し
て
、
５
年

ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
票
を
配

布
、
回
収
す
る
国
勢
調
査
員
は
、
市

町
村
長
の
推
薦
で
総
務
大
臣
が
任
命

す
る
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
す
。

　
調
査
項
目
は
全
部
で
　
項
目
あ
り
、

20

男
女
の
別
、
国
籍
、
就
業
状
態
な
ど
、

世
帯
員
一
人
ひ
と
り
を
調
べ
る
ほ
か
、

　
市
で
は
、
適
切
な
在
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
訪
問

介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）の
２
級

課
程
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

【
期
間
】
９
月
～
平
成
　
年
３
月

23

【
内
容
】
講
義
　
時
間
、
実
技
講
習

58

　
時
間
、
介
護
実
習
　
時
間

42

30

【
会
場
】
総
合
福
祉
会
館
な
ど

【
対
象
者
】
市
民
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
従
事
し
て
い
る
方
か
、
今
後
従
事

す
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
方
、
家

庭
で
介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
方
で
、

全
回
参
加
で
き
る
方

【
定
員
】　
人
（
う
ち
２
人
は
母
子

25

家
庭
優
先
、
応
募
者
多
数
は
抽
選
）

【
費
用
】
６
千
　
円（
テ
キ
ス
ト
代
、

800

実
習
時
の
昼
食
代
は
実
費
負
担
）

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
８
月
　
日
火

31

ま
で
に
直
接
野
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９
へ

－

　
８
月
１
日
は「
水
の
日
」で
す
。
使

用
量
が
多
い
こ
の
日
か
ら
１
週
間
を

「
水
の
週
間
」と
し
て
、
限
り
あ
る
資

源
の
貴
重
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　
現
代
生
活
の
中
で
、
１
人
が
１
日

に
使
用
す
る
水
は
、
飲
み
水
や
ト
イ

レ
、
風
呂
な
ど
約
　
リ
ッ
ト
ル
と
い

250

わ
れ
、
２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
　
本
分
に
も
な
り
ま
す
。

125
　
雨
水
を
植
物
の
水
や
り
に
利
用
し

た
り
、風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
や
掃
除

に
使
う
な
ど
、日
ご
ろ
か
ら
「
節
水
」

へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
水
道
部

訪
問
介
護
員（
 

）２
級
養
成
講
座

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー

日
ご
ろ
か
ら
節
水
を
心
が
け
て

 住
民
監
査
請
求
の
勧
告
に
対
す
る
措
置

　
監
査
委
員
は
、
清
風
会
と
民
主
党

が
平
成
　
年
８
月
に
行
っ
た
、
調
査

20

研
究
の
出
張
旅
費
は
違
法
で
あ
る
と

し
て
、　
年
５
月
　
日
、
関
係
者
に

22

28

返
還
を
求
め
る
な
ど
の
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
よ
う
、
市
長
へ
勧
告
し
ま

し
た
。

　
勧
告
に
対
し
、
市
長
か
ら
、
６
月

　
日
、
次
の
と
お
り
通
知
が
あ
っ
た

16の
で
公
表
し
ま
す
。

　
「
６
月
７
日
ま
で
に
勧
告
の
対
象

と
な
っ
た
６
人
全
員
か
ら
、
返
還
を

要
す
る
額
、
計
　
万
７
千
円
が
自
主
的

11

に
返
還
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
市
長
か
ら
返
還
の
措
置
を
講
ず
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
し
た
」

※
全
文
は
、
市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
監
査
委
員
事
務
局
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野
田
市
制
施
　

　
行 
　
周
年
記
念
事
業

６０

◆
野
田
市
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合

会
芸
能
大
会
　
８
月
　
日
金
　
時

20

10

～
　
時
文
化
会
館
で
。
会
員
に
よ

15
る
唄
や
踊
り
の
発
表
。
当
日
会
場

受
付
。
問
高
齢
者
福
祉
課

◆
関
宿
ま
つ
り
　
８
月
　
日
土
　

21

14

時
か
ら
関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場
（
宝

珠
花
橋
下
・
江
戸
川
河
川
敷
）で
。

雨
の
場
合
は
　
日
日
に
順
延
。
民

22

謡
・
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
や
浴

衣
来
場
者
へ
の
抽
選
会
（
整
理
券

は
　
時
か
ら
配
布
）、
関
宿
検
定

14
（
　
時
か
ら
）
な
ど
。
花
火
の
打

15
ち
上
げ
は
　
時
　
分
か
ら
。
問
同

19

30

運
営
委
員

会
（
野
田

市
関
宿
商

工
会
内
）

☎
７
１
９

８
 
０
１

６
１

講
座
・
教
室

◆
お
や
こ
の
食
育
教
室
　
８
月
　10

日
火
９
時
～
　
時
関
宿
保
健
セ
ン

14

―

タ
ー
で
。
調
理
実
習
や
栄
養
ク
イ

ズ
な
ど
。
５
歳
以
上
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
。
先
着
　
組
。
申
込

16

み
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
２
５
 
１
１
８
８
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー

ツ
教
室
　
①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー

ク
ル
…
８
月
　
日
～
９
月
３
日
の

13

毎
週
金
　
時
～
　
時
。
全
４
回
。

17

19

②
い
つ
も
健
康
維
持
運
動
…
８
月

　
日
～
９
月
８
日
の
毎
週
水
　
時

18

11

～
正
午
。
全
４
回
。
③
健
康
増
進

バ
ラ
ン
ス
運
動
…
８
月
　
日
～
９

18

月
８
日
の
毎
週
水
　
時
～
　
時
。

14

15

全
４
回
。
い
ず
れ
も
　
歳
以
上
の

20

方
。
①
は
　
人
、
②
③
は
　
人

15

20

（
い
ず
れ
も
抽
選
）。い
ず
れ
も
参

加
費
千
　
円
。
①
は
ラ
ケ
ッ
ト
持

500

参
。申
込
み
は
①
は
８
月
　
日
水
、

11

②
③
は
８
月
　
日
土
必
着
で
電
話

14

か
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・

１
家
族
１
通
）
で
〒
　
 
０
２
２

270

５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体
育
館

401

☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
要
約
筆
記
講
習
会
　
８
月
　
日
18

～
　
月
８
日
（
　
月
３
日
除
く
）

12

11

―

―

―

の
毎
週
水
　
時
～
　
時
総
合
福
祉

14

16

会
館
で
。
全
　
回
。
受
講
後
要
約

16

筆
記
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で

き
る
方
。　
人（
抽
選
）。
テ
キ
ス

15

ト
代
千
　
円
。
申
込
み
は
８
月
９

50

日
月
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
☎

７
１
２
４
 
３
９
３
９
へ

◆
シ
ニ
ア
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室
　

８
月
　
日
～
９
月
　
日
の
火
金
　

31

10

10

時
～
正
午
野
田
公
民
館（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）
で
。
全
４
回
。
基
本
操
作

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
な
ど
。

　
人（
抽
選
・
未
受
講
者
優
先
）。テ

23キ
ス
ト
代
　
円
。　
歳
以
上
の
市

500

55

民
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
初
め
て
の

方
。
申
込
み
は
８
月
　
日
月
必
着

16

で
往
復
は
が
き
（
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
☎
を
明
記
）
か
返
信
用
は

が
き
持
参
で
〒
　
 
０
０
３
５
中

278

野
台
　
 
１
野
田
公
民
館
☎
７
１

168

２
３
 
７
８
１
８
へ

◆
教
育
講
演
会
　
８
月
　
日
水
　

25

14

時
か
ら
文
化
会
館
で
。増
田
明
美
氏

（
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）に

よ
る「
自
分
と
い
う
人
生
の
長
距
離

ラ
ン
ナ
ー
」と
題
し
た
講
演
。当
日

会
場
受
付
。問
中
央
小
学
校
内
野

田
市
教
育

研
究
会
事

務
局
☎
７

１
２
２
 

２
１
１
６

―

―

―

―

―

◆
環
境
経
営
講
座
「
エ
コ
ア
ク
シ

ョ
ン
　
」　
①
基
礎
講
座
…
　
月

21

10

４
日
月
９
時
～
正
午
と
　
時
～
　

13

16

時
。
②
実
務
講
座
…
　
月
　
日
月

10

11

９
時
～
　
時
。
い
ず
れ
も
野
田
地

17

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
。
①
は

各
　
人
、
②
は
　
人
（
い
ず
れ
も

24

20

先
着
）。
受
講
料
①
は
４
千
円
、②

は
８
千
円
。
申
込
み
は
８
月
５
日

木
か
ら
電
話
予
約
の
上
、
受
講
料

持
参
で
直
接
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
１
 
１
１
８
４
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
８
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親

子
で
保
育
体
験
。
育
児
相
談
も
。

　
時
～
　
時
。
当
日
会
場
受
付
。

10

11

問
各
保
育
所

◆
文
化
会
館
自
主
事
業
「
県
民
芸

術
劇
場
オ
ペ
レ
ッ
タ『
こ
う
も
り
』」

　
９
月
　
日
日
　
時
か
ら
文
化
会

12

14

館
で
。
全
席
指
定
。
Ｓ
Ｓ
席
８
千

円
、
Ｓ
席
７
千
円
、
Ａ
席
５
千
円
。

―

保
育
所
名

福

田

あ
た
ご

古
布
内

花

輪

尾

崎

東

部

南

部
開
放
日

　
日
火

10　
日
鐘

11　
日
鐘

11　
日
火

17　
日
鐘

25　
日
木

26　
日
木

26

電
　
　
話

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
８
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

８
月
２
日
月
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
６
・
　
・
　
・

10
18

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
・
　
日
。
７
日
間
で
　
人

19
27

12
26

70

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

11

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

□市 
＝
６
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

27

18

18

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。□市 
＝
　
日
。

11

17

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

17

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
９
・
　
・
　
日
。 

17
27

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約

19

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。
鉦
～
障

９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
。個
別
相
談（
要
予
約
）、
就
労
の
た
め
の「
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」の
作
成
。
鉦
９
時
～
　
時
、
鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
個
別
相
談（
要
予
約
）、求
人
案
内
。

　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
火
　
時
～
　
時
。

35

31

10

16

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
シ
ニ
ア
世
代
地
域
参
加
相
談（
社
会
教
育
課
）

◆
一
般
相
談
　
①
地
域
参
加
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
。
鉦
～
鞘

８
時
　
分
～
　
時
　
分（
予
約
不
要
）。②
す
で
に
地
域
参
加
を
し

30

17

15

―

―

―

侠

マラソンの経験談マラソンの経験談もも

最後には1,５００発の花火最後には1,５００発の花火がが
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医師会だより -------- ２６６

会
議
な
　

　
ど 
の
公
開

◆
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

　
８
月
　
日
木
　
時
か
ら
市
役
所

12

10

８
階
大
会
議
室
で
。
先
着
　
人
。

10

受
付
は
９
時
　
分
か
ら
。
問
行
政

30

管
理
課

相
談
・
そ
の
他

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
入
会
説
明
会
　
８
月
　
日
10

火
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館

10
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
方

と
受
け
た
い
方
。申
込
み
は
事
前
に

野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５

０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

◆
個
人
事
業
税
は
早
め
に
納
付
を

　
個
人
事
業
税（
第
１
期
分
）の
納

期
限
は
８
月
　
日
火
。納
付
書（
納

31

税
通
知
書
）は
８
月
中
旬
に
発
送
。

―

―

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

前
売
り
券
は
 
岡
田
文
化
事
業
団

☎
７
１
２
４
 
６
１
５
１
、（
財
）

興
風
会
☎
７
１
２
２
 
２
１
９

１
、
文
化
会
館
☎
７
１
２
４
 
１

５
５
５
で
発
売
中
。
問
文
化
会
館

☎
７
１
２
４
 
１
５
５
５

募
　
集

◆
北
方
領
土
返
還
運
動「
伝
え
た
い

想
い
」　
北
方
領
土
返
還
に
向
け
た

想
い
を
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
フ
リ

ッ
プ
と
と
も
に
撮
影
し
た
写
真
。申

込
み
は
平
成
　
年
２
月
　
日
月

23

28

ま
で
。詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

http://hoppo-m
-flip.go.j

              
          p  
を
参

照
。問
内
閣
府
北
方
対
策
本
部
啓

発
係
☎
○０３ 
５
２
５
３
 
２
１
１
１

◆
保
育
所
の
臨
時
的
任
用
職
員（
臨

時
保
育
士
）　
勤
務
時
間
は
月
～
金

の
８
時
　
分（
８
時
か
ら
も
可
）～

30

　
時
の
間
の
７
・
５
時
間
。
勤
務

17

―

―

―

―

―

場
所
は
市
内
保
育
所（
あ
た
ご
・
南

部
・
尾
崎
・
古
布
内
・
清
水
を
除

く
）。
要
保
育
士
資
格
。有
給
休
暇

あ
り
。
通
勤
手
当
支
給
。
社
会
保

険
加
入
。
問
保
育
課

◆
防
災
ポ
ス
タ
ー
　
地
震
や
台
風

な
ど
自
然
災
害
を
対
象
と
し
た
防

災
を
テ
ー
マ
に
、
A
３
判
～
A
２

判
の
画
用
紙
、
ケ
ン
ト
紙
に
標
語

を
入
れ
て
作
成
。
応
募
区
分
は
①

幼
児
・
小
学
１
～
４
年
（
標
語
な

し
で
も
可
）
②
小
学
５
・
６
年
③

中
学
・
高
校
生
④
一
般
。
申
込
み

は
９
月
　
日
木
（
消
印
有
効
）
ま

30

で
に
郵
送
で
、
作
品
の
裏
面
に
応

募
区
分
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性

別
、
年
齢
、
住
所
、
☎
を
明
記
し
、

〒
　
 
０
０
２
１
文
京
区
本
駒
込

113
３
 
９
 
３
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
事
務
局
☎
○０３ 
３
８
２
４
 

７
２
３
２
へ

―

―

―

―

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

て
い
る
方
に
よ
る
相
談
や
情
報
提
供
。
第
１
～
４
鐘
９
時
～
　17

時
。
電
話
予
約（
５
日
前
ま
で
）

◆
専
門
相
談
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
生
き
が
い
な
ど
。
第
２
・
４
障
９

時
～
　
時
。
電
話
予
約（
３
日
前
ま
で
）

16

ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
害
者
の
相
談
か
ら

就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
発
達
教
育（
２

13

30

16

日
）、生
活
療
育（
５
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活

19

（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

24

26

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
害

10

者（
３
日
）、知
的
障
害
者（
４
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時
　

17

13

30

分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
害
者（
３
日
）、身
体
障
害
者（
４
日
）、

15

30

精
神
障
害
者（
　
日
）。
電
話
予
約

17

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療

15

17

14

16

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
相
続
手
続
や
成
年
後
見
な
ど
。　
日
鞘

20

　
時
～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
問
千
葉
県
行

13

16

政
書
士
会
東
葛
支
部
・
岩
本
☎
７
１
２
９
 
１
８
６
７

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

10

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
林
☎
７
１
２
８
 
０
０
６
１

―

―

―

―

―

―
―

―

―

早
め
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納

付
を
。
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と

便
利
。
問
柏
県
税
事
務
所
☎
７
１

４
７
 
１
２
３
１

◆
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

と
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
に
書
状

を
贈
呈
　
事
変
地
や
戦
地
の
区
域

に
派
遣
さ
れ
、戦
時
衛
生
勤
務
に
従

事
さ
れ
た
方（
慰
労
給
付
金
受
給
者

を
除
く
）に
、内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
。該
当
す
る
方
は
総
務
省

大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室
・
業
務

担
当
☎
○０３ 
５
２
５
３
 
５
１
８
２
へ

◆
江
戸
川
・
利
根
川
の
堤
防
除
草

　
堤
防
の
除
草
回
数
が
年
２
回
に
。

除
草
時
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
通
行
な
ど
に
は
注
意
を
。問
江
戸

川
の
こ
と
は
江
戸
川
河
川
事
務
所

☎
７
１
２
５
 
７
３
１
９
、利
根

川
の
こ
と
は
利
根
川
上
流
河
川
事

務
所
☎
０
４
８
０（
　
）３
９
５
７

52

―

―

 ―

僑

　
８
月
　
日
火
ま
で
の
納
期
の
市

31

税
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
市
県
民
税（
普
通
徴
収
２
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税（
２
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
２
期
）

④
介
護
保
険
料（
２
期
）

【
問
合
せ
】①
は
収
税
課
、②
③
は
国

保
年
金
課
、
④
は
高
齢
者
福
祉
課

市
税
な
ど
の
納
期（
８
月
）

　
滲
出
性
中
耳
炎

　
 滲
 
し
ん

 出
 
し
ゅ
つ

 性
 
せ
い

 中
 
ち
ゅ
う

 耳
  炎
 は
、耳
抜
き
の
た
め
に
あ
る
中

じ
 
え
ん

耳
と
 鼻
  腔
 を
結
ぶ
「
 耳
  管
 」
が
詰
ま
り
、
中
耳
に

び
 く
う
 

じ
 か
ん

滲
出
液
が
溜
ま
り
耳
閉
感
や
難
聴
を
生
じ
る
病
気

で
す
。

　
原
因
の
多
く
は
慢
性
鼻
炎
や
副
鼻
腔
炎
、
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
で
、
小
児
で
は
ア
デ
ノ
イ
ド
肥
大

症
や
扁
桃
肥
大
症
で
す
。 鼓
  膜
  穿
  刺
 や
鼓
膜
切
開

こ
 ま
く
 せ
ん
 し

で
滲
出
液
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
は
改
善
し
ま
す
。　

　
し
か
し
、
改
善
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
耳
管

に
よ
る
耳
抜
き
を
代
用
す
る
シ
リ
コ
ン
製
の
チ
ュ

ー
ブ
を
、
鼓
膜
に
留
置
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
頻
繁
に
鼓
膜
穿
刺
や
切
開
を
せ
ず
に
聴
力
の
維

持
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、
ま
れ
に
鼓
膜
に
小
さ

な
 穿
  孔
 が
残
る
こ
と
が
難
点
で
す
。
手
術
は
大
人

せ
ん
 こ
う

は
局
所
麻
酔
で
で
き
ま
す
が
、
小
児
で
は
全
身
麻

酔
が
必
要
で
、
主
な
原
因
が
ア
デ
ノ
イ
ド
や
扁
桃

肥
大
の
場
合
は
、
そ
の
手
術
も
同
時
に
行
う
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｙ
）

◎
訂
正
と
お
詫
び
…
市
報
７
月
　
日
号
千
葉
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
案
内
に
掲
載
し
ま
し
た「
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
電
話
番

１５

号
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
☎
　（
　
）１
６
５
５
」と
記
載
し
ま
し
た
が
、正
し
く
は「
☎
　（
　
）１
６
１
０
」で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

043
204

043
204



　
　
都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ
の
デ

47
ー
タ
や
秘
密
が
わ
か
り
や
す
く

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
所
か
ら
自
由
に
読
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。各
地
に
隠
さ
れ
た
、

い
っ
ぱ
い
の
ド
キ
ド
キ
が
見
つ

か
る
は
ず
で
す
。

New Books
せきやど図書館の推せん図書

　
今
年
は
、
平
城
京
遷
都
千
　300

年
、
史
跡
や
寺
院
巡
り
も
人
気

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
仏
像
が
紹

介
さ
れ
、
基
礎
知
識
な
ど
も
書

か
れ
た
こ
の
本
を
読
ん
で
、
あ

な
た
も
仏
像
ワ
ー
ル
ド
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

「ニッポンまるかじ
り！地理ブック」
地理研究会・編
講談社

野
田
市
制
施
　
　
行 
　
周
年
記
念
事
業

６０

◆
　
周
年
の
大
空
へ
　
８
月
　
日
金

60

20

９
時
～
　
日
日
　
時
（
２
泊
３
日
）

22

14

関
宿
滑
空
場
で
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
操

縦
訓
練
や
飛
行
知
識
を
学
ぶ
。
先
着

　
人
。
中
学
・
高
校
生
。
参
加
費
５

18千
円
（
食
費
・
保
険
代
な
ど
）。
セ
パ

レ
ー
ツ
型
の
雨
具
、
保
険
証
の
コ
ピ

ー
持
参
。
申
込
み
は
８
月
５
日
木
～

　
日
日
に
石
川
☎
　
 
８
４
９
５
 

15

090

５
１
２
１
へ

◆
市
民
秋
季
短
歌
大
会
　
　
月
３
日

10

日
　
時
～
　
時
　
分
中
央
公
民
館
で
。

11

18

30

－

－

米
川
千
嘉
子
氏
（
女
流
歌
人
）
に
よ
る

「
日
常
を
生
き
生
き
と
う
た
う
た
め

に
」
と
題
し
た
講
話
と
短
歌
合
評
会
。

２
千
　
円
（
昼
食
な
ど
）。
懇
親
会
は

500

別
途
千
円
。
詠
草
持
参
。
申
込
み
は
９

月
８
日
水
ま
で
に
は
が
き
で
住
所
、氏

名
、
☎
、
最
近
自
作
の
短
歌
１
首
、
懇

親
会
に
参
加
す
る
場
合
、は
が
き
の
左

端
に
「
参
加
」
と
明
記
し
、
〒
　
 
０

278

０
４
３
清
水
　
戸
辺
好
子
☎
７
１
２

８１

２
 
０
８
７
８
へ

講
座
・
教
室

◆
介
護
教
室
　
８
月
　
日
土
　
時
～

28

14
－

－

　
時
野
田
ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
。

15「
安
全
な
食
事
介
助
法
」が
テ
ー
マ
。

先
着
　
人
。
申
込
み
は
８
月
５
日
木

30

～
　
日
金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

27
３
 
６
９
９
７
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
　

①
お
し
ゃ
べ
り
会
…
８
月
９
日
月
　10

時
　
分
～
　
時
　
分
。
②
育
児
の
日

30

11

30

…
８
月
　
日
木
　
時
～
　
時
　
分
。

12

10

11

30

③
お
弁
当
を
食
べ
よ
う
…
８
月
　
日
19

木
　
時
～
　
時
。
い
ず
れ
も
ゆ
う
＆

10

13

み
い
チ
ャ
イ
ル
ド
館
（
中
根
）
で
。

０
～
３
歳
の
子
と
親
。
費
用
　
円
50

（
サ
ロ
ン
利
用
料
）。③
は
お
弁
当
持

参
。
当
日
会
場
受
付
。
問
 
ゆ
う
＆

み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７

◆
野
田
切
り
絵
の
会
・
切
り
絵
サ
ロ

－

－

ン
協
賛
に
よ
る
作
品
展
　
８
月
９
日

月
～
　
日
月
９
時
～
　
時
（
初
日
は

16

19

正
午
か
ら
、
最
終
日
は
　
時
ま
で
）

13

市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。

約
　
点
。
問
岩
崎
☎
７
１
２
５
 
８

60
０
８
３

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
ピ
ア
ノ
D
U
O
コ
ン
サ
ー
ト
」　
８

月
　
日
金
　
時
　
分
～
　
時
市
役
所

13

12

30

13

１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。「
ハ
イ
ホ
ー
」

や
「
い
つ
か
王
子
様
が
」
な
ど
を
連

弾
で
演
奏
。
当
日
会
場
へ
。
問
市
役

所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
写
真
＆
作
品
展

「
ぼ
く
ら
は
み
ん
な
た
ん
ぽ
ぽ
の
子
」

　
８
月
　
日
鍾
～
　
日
土
　
時
～
　

17

21

11

16

時
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。

園
児
た
ち
の
写
真
や
作
品
な
ど
。
問

同
園
☎
７
１
２
５
 
５
４
５
０

－

－

◆
運
河
塾
「
野
田
か
ら
首
都
圏
へ
の

提
案
」　
８
月
　
日
土
　
時
　
分
～

21

13

30

　
時
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。
野

17田
市
長
に
よ
る
「
江
川
か
ら
始
ま
っ

た
自
然
再
生
・
夢
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
」

と
題
し
た
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

先
着
　
人
。　
円（
資
料
代
）。
当
日

300

300

会
場
受
付
。
問
田
中
☎
７
１
５
３
 

９
９
５
５

◆
原
爆
の
絵
展
　
８
月
　
日
月
～
　

23

27

日
金
９
時
～
　
時
（
初
日
は
　
時
か

17

10

ら
、
最
終
日
は
　
時
ま
で
）
市
役
所

15

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。約
　
点
。

30

問
岡
田
☎
７
１
２
２
 
７
６
４
０

◆
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
会
　

８
月
　
日
木
　
時
～
　
時
　
分
南
部

26

10

11

30

梅
郷
公
民
館
で
。
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム

を
作
成
。
先
着
　
人
。
参
加
費
千
　

15

800

円
（
材
料
費
、
テ
キ
ス
ト
代
）。
申
込 －

－

「仏像がもっとわ
かる本」　　　
西村書店

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

日光東往還

兇

千葉・茨城・栃木の３県にまたがる街千葉・茨城・栃木の３県にまたがる街道道

　 日 
にっ
 光 
こう
 東  往  還 は、日光街道（現在の国道４
ひがし おう かん

号）の東を通る脇街道です。徳川家康（１５４２
～１６１６）の没後、後の将軍が「 日  光  社  参 」

にっ こう しゃ さん

として、墓所がある日光東照宮へ出向く
際、将軍の警備役である「 日  光  山  勤  番 」

にっ こう さん きん ばん

と呼ばれる諸大名が利用した道としても
知られています。
　道のりは、JR常磐線南柏駅からほど近い

水戸街道（現在の国道６号）の南側にある
県道松戸柏線を起点に北上し、流山市を経
て、野田市内の山崎、中里、関宿のほか
に、結城（茨城県）など全部で１０の宿場を経
て 雀宮 （栃木県宇都宮市）で日光街道と合流

すずめのみや

する、２０里３４町（約８２キロメートル）です。
　街道沿いには、野馬除土手や関宿城跡、
昭和初期に復元された山崎宿の常夜灯な
ど、現在も街道の面影が残っています。

日光へ向かう歴史のある道



失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

   　

み
は
８
月
５
日
木
～
　
日
火
に
岩
井

10

☎
　
 
３
２
０
７
 
８
３
５
８
へ

090募
　
集

◆
「
健
康
づ
く
り
絵
画
」
ポ
ス
タ
ー

　
食
生
活
や
運
動
、
休
養
、
喫
煙
、

飲
酒
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
。
四
つ
切
画

用
紙
を
縦
長
に
使
用
し
、
文
字
は
未

記
入
。個
人
作
品
で
未
発
表
の
も
の
。

県
内
在
住
の
小
学
生
以
下
。
９
月
３

日
金
必
着
で
、
ポ
ス
タ
ー
裏
面
に
学

校
名
・
学
年
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
を

明
記
し
、
〒
　
 
０
０
１
６
千
葉
市

263

稲
毛
区
天
台
６
 
４
 
３
千
葉
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
☎
　（
　
）

043
254

７
３
５
５
へ

◆
わ
が
家
の
犬
・
猫
写
真
コ
ン
ク
ー

－

－
－－

－

ル
　
愛
犬
・
愛
猫
の
写
真（
L
判
、
３

枚
ま
で
、返
却
不
可
）に
飼
い
主
の
コ

メ
ン
ト（
　
字
詰
原
稿
用
紙
１
枚
以

400

内
）
を
添
え
た
も
の
。
県
内
在
住
の

方
。
全
て
の
写
真
の
裏
に
住
所
、
氏

名
、
☎
を
記
入
し
、
８
月
　
日
火
必

31

着
で
〒
　
 
０
０
０
１
千
葉
市
中
央

260

区
都
町
　
 
３
千
葉
県
動
物
保
護
管

463

理
協
会
☎
　（
　
）
７
８
１
４
へ

043
214

相
談
・
そ
の
他

◆
８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
　
夏

期
は
電
気
に
よ
る
事
故
が
多
い
た
め
、

次
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
注
意
し
、安

全
な
利
用
を
。①
雷
が
鳴
っ
た
ら
プ
ラ

グ
を
抜
く
②
タ
コ
足
配
線
は
厳
禁
③

使
わ
な
い
と
き
は
プ
ラ
グ
は
抜
く
④

－－

コ
ー
ド
が
下
敷
き
に
な
ら
な
い
⑤
濡

れ
手
で
電
化
製
品
を
触
ら
な
い
⑥
コ

ン
セ
ン
ト
の
プ
ラ
グ
は
定
期
的
に
清

掃
す
る
。問（
財
）関
東
電
気
保
安
協
会

柏
事
業
所
☎
７
１
６
６
 
８
７
２
０

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会
　

８
月
　
日
土
　
時
～
　
時
船
橋
市
勤

28

13

16

労
市
民
セ
ン
タ
ー
で
。
弁
護
士
、
社

会
保
険
労
務
士
な
ど
が
対
応
。
当
日

会
場
受
付
。
問
千
葉
市
中
央
法
律
事

務
所
☎
　（
　
）４
５
６
７

043
225

◆
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
　
９

月
１
日
、　
日
の
水
　
時
～
　
時
税

15

10

15

理
士
会
柏
支
部
で
。
所
得
税
や
相
続

税
な
ど
。
各
日
先
着
８
人
。
相
談
時

間
　
分
間
。
前
日
ま
で
に
同
会
☎
７

30
１
６
４
 
１
７
１
９
へ

－

－

◆
交
通
事
故
無
料
相
談
　
月
～
金

（
□祝 
除
く
）の
９
時
～
　
時（
正
午
～

17

　
時
除
く
）千
葉
自
動
車
保
険
請
求

13相
談
セ
ン
タ
ー（
千
葉
市
）で
。
保
険

金
や
損
害
賠
償
額
の
請
求
手
続
き
、

示
談
方
法
な
ど
を
電
話
や
面
談
で
相

談
。
弁
護
士
相
談（
要
予
約
）も
。
問

（
社
）日
本
損
害
保
険
協
会
千
葉
自
動

車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
　043

（
　
）７
９
５
５

284会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予
定
日
時

・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象（
な
い
も
の
は

初
心
者
、老
若
男
女
問
わ
ず
）・
会
費（
○月 
は
月

会
費
、○年 
は
年
会
費
、○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た

教
室
の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

◆
ア
ロ
ア
ロ
フ
ラ（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）　

毎
月
第
１
・
２
・
３
鞘
　
時
～
　
時

19

21

北
部
公
民
館
で
。
○月 
３
千
円
。
鈴
木

☎
　
 
８
０
８
６
 
５
４
８
６

090
◆
美
彩
会（
油
絵
）　
毎
月
第
２
障
９

－

－

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
ん
ぱ
く
登
場
」や
「
わ
が
家

の
天
使
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
７
月
１
日
号
の
正
解
は「
し
み
ん
さ
ん
か
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の

７７

結
果
、
当
選
者
は
加
藤
加
津
子
様
、
金
子
陽
子
様
、
斉
藤
菜
穂
子
様
、
手
塚
晴
光
様
、
橋
本
邦
子
様（
五
十
音
順
）で
す
。

渋谷 太  冴 くん ・
だい ご

 凌 
りょう

 太 くん
た

  （１６.９.１６生・左）  （１３.１１.１８生・右）  

時
　
分
～
　
時
　
分
関
宿
中
央
公
民

30

12

30

館
で
。
○月 
２
千
円
。
稲
原
☎
　
 
９

090

８
５
６
 
０
５
０
６

◆
生
命
の
貯
蓄
体
操（
健
康
体
操
）　

毎
週
鉦
鍾
　
時
～
正
午
北
コ
ミ
ュ
ニ

10

テ
ィ
会
館
、
毎
週
鉦
　
時
　
分
～
　

13

30

15

時
　
分
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
、
毎

30
週
障
　
時
～
正
午
総
合
公
園
体
育
館

10

で
。
○月 
２
千
　
円
。
浅
利
☎
７
１
２

500

９
 
１
６
３
６

－

－

－

競

豊田 将  大 くん ・
まさ ひろ

 菜  月 ちゃん　
な つき

   （１３.８.２４生・左）　（１６.４.２１生・右）  

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
Ｅ

の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
１
ペ
ー
ジ

に
答
え
が
あ
り
ま
す（
出
題
＝
秘
書

広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
７
日
、
８
日
は「
野
田
―
―
躍
り
七
夕
」。

②
有
田
焼
や
伊
万
里
焼
な
ど
で
有
名
で
す
。

③
囲
碁
は
こ
の
色
の
石
を
持
つ
人
が
先
手
。

⑤
買
う
の
反
対
は
。⑥
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す「
の
だ
っ
こ
―
―
」。⑧
漢
字
で

「
顎
」。⑨
―
―
バ
ス
、―
―
ば
ん
、―
―
メ
ー
ル
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

④
登
下
校
に
使
う
道
。⑦
テ
ス
ト
で
は
多

い
ほ
う
が
い
い
。⑧
サ
ツ
マ
イ
モ
の
品
種

「
べ
に
―
―
」。⑩
ふ
じ
、紅
玉
、王
林
、陸
奥
。

【
応
募
方
法
】官
製
は
が
き
に
８
月
　
日
１６

月
必
着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ

カ
ナ
で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る

ご
意
見
を
明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0

２７８

野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ

ク
イ
ズ
」係
ま
で
。正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
５
名
様
に「
図
書
カ
ー
ド
」と「
千

葉
国
体
グ
ッ
ズ
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
９
月
１
日
号
で
発

表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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市の木

けやき
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童
謡
作
曲
家
・
山
中
直
治
⑬

  も
う
ひ
と
つ
の

　「
た
な
ば
た
さ
ま
」（
二
）

　
昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
発
行

の
『
可
愛
い
童
謡
曲
集
第
一
編
』

（
林
柳
波
作
歌
）と
同
６（
１
９
３

１
）年
発
行
の
柳
波
の
詩
集『
 水
  甕
 』

み
ず
 が
め

に
は
、
権
藤
花
代
作
詞
、
林
柳
波

加
筆
の
｢
♪
さ
さ
の
葉
さ
ら
さ
ら

～
｣
と
は
別
の
『
七
夕
さ
ま
』
と

題
し
た
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
者
に
は
、

　
　
七
夕
さ
ま

　
　
七
月
七
日
夕
暮
れ
て

　
　
空
に
き
れ
い
な
天
の
川

　
　
五
色
の
紙
に
歌
か
い
て

　
　
た
な
ば
た
様
に
上
げ
ま
し
ょ
う

　
　
色
紙
細
工
星
の
歌

　
　
笹
に
つ
け
れ
ば
風
が
吹
く

　
　
織
姫
様
の
お
手
許
へ

　
　
水
に
流
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

と
あ
り
、
詩
集『
水
甕
』の
方
に
は

　
七
夕
様

　
　
七
月
七
日
ゆ
ふ
ぐ
れ
て

　
　
空
に
き
れ
い
な
天
の
川

　
　
五
色
の
紙
に
歌
か
い
て

　
　
た
な
ば
た
様
に
上
げ
ま
せ
う
。

　
　
色
紙
細
工
笹
に
つ
け

　
　
門
に
か
ざ
れ
ば
風
が
吹
く
、

　
　
織
姫
さ
ま
は
川
向
ふ

　
　
彦
星
さ
ま
は
こ
つ
ち
側
。

　
　
尾
を
振
り
乍
ら
せ
き
れ
い
が

　
　
歌
を
な
ら
べ
て
橋
か
け
り
や
、

　
　
彦
星
さ
ま
は
川
越
え
て

　
　
姫
の
御
殿
へ
ゆ
か
れ
ま
す
。

　
　
七
月
七
日
ゆ
ふ
ぐ
れ
て

　
　
年
に
一
度
の
川
渡
り
、

　
　
其
の
橋
板
の
歌
か
い
て

　
　
織
姫
さ
ま
に
上
げ
ま
せ
う
。

と
、
二
種
類
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
林
柳
波
の
孫
・
小
林
桃
子
さ
ん

は
「
詩
集
用
と
歌
用
に
書
き
分
け

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
推

測
し
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
詩
も
完
全
に
柳
波
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、『
可
愛
い
童
謡
曲

集
第
一
編
』
に
収
録
さ
れ
た
『
七

夕
さ
ま
』
の
歌
詞
に
、
山
中
直
治

が
曲
を
つ
け
て
い
ま
す
。

▼
７
月
　
日
に
幕
を
閉
じ
た

11

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
。
日
本

代
表
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
も
進
出
し
ま
し
た
▼
グ
ラ

ウ
ン
ド
内
を
懸
命
に
走
り
回

る
選
手
た
ち
の
姿
を
見
て
、

感
動
を
与
え
て
い
た
だ
い
た

一
人
で
す
▼
ま
た
、
会
場
の

南
ア
フ
リ
カ
は
、　
世
紀
後

19

半
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や
金
な

ど
が
発
見
さ
れ
、
鉱
業
で
経

済
が
発
展
し
た
そ
う
で
す
▼

鉱
物
資
源
に
乏
し
く
、
大
部

分
を
輸
入
に
頼
る
日
本
。
市

で
は
引
き
続
き
不
燃
な
ど
の

ご
み
か
ら
ア
ル
ミ
や
鉄
な
ど

の
資
源
を
分
別
し
、
可
能
な

限
り
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
施

設
の
整
備
を
進
め
ま
す（
あ
）

父・柳波の思い出を語る小枝子さん

柳波の「七夕さま」には長妻完至も曲をつけ
ていました／「かわいい童謡曲集第一編」

　
柳
波
の
次
女
・
林
小
枝
子
さ
ん

は
「
昭
和
　（
１
９
４
１
）年
に
発

16

表
さ
れ
た
『
七
夕
さ
ま
』
は
、
権

藤
さ
ん
の
元
の
詩
が
ど
う
い
う
も

の
だ
っ
た
か
、
そ
れ
に
柳
波
が
ど

ん
な
加
筆
を
し
た
か
は
今
は
知
る

す
べ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
初

期
に
柳
波
の
詩
集
に
曲
を
つ
け
て

く
だ
さ
っ
た
方
が
い
ら
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。
こ
れ
こ
そ
本
当
の
林
柳

波
の
『
七
夕
さ
ま
』
で
す
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、直
治
の
遺
品
の
中
に

あ
っ
た『
水
甕
』に
は
、柳
波
の
直
筆

で「
呈
　
大
和
田
愛
羅
様
　
著
者
」

と
い
う
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

※
文
中
敬
称
略（
９
月
１
日
号
へ

つ
づ
く
）

J
A
S
R
A
C
　
出
１
０
０
９
２

８
４
 
０
０
１

－

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）梅郷痛みと内科のクリニック（☎７１２６－１９００）西村クリニック（☎７１２３－００５０） 1日（日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）江医院（☎７１２４－２８３１）しばやま整形外科（☎７１２0－5355） 8日（日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）小澤医院（☎７１２２－３９８０）須藤整形外科（☎７１２２－１２２１）15日（日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）尾崎台クリニック（☎７１２７－６６７７）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）22日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）野田病院（☎７１２７－３２００）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）29日（日）


